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成人のつどい成 い

11日にラブリーホールで行われた「成人のつど１月 どどいい」い」い」」。にラブリーホールで行われた
ツや晴れ着姿の新成人たちは、友人との再会を喜スースースース 喜喜喜喜喜び、び、び、び、着姿の新成人たちは、友人との
大人としての自覚を新たにしていました。人としての自覚を新たにしていました

ページにフォト特集「新成人と市長が語る20歳のペ（1（1（1（（1（1（（1（118ペ8888 のの夢」夢」夢」夢 ））にフォト特集「新成人と市長が語る20
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◉掲載情報の見方
対象に明記のないものは市内在住・在学・在勤
者が対象▶催しなどで費用の記載のないものは
無料▶申し込みが必要な催しなどの持ち物は主
催者からの連絡などで確認を▶先着順の申し込
みで時間の記載のないものは午前９時から受付
▶申し込み・問い合わせなどで住所・電話番号
の記載がないものは市役所へ（業務日・時間は
月～金曜日午前９時～午後５時30分、祝休日・
年末年始を除く）
◉環境への配慮から、催しなどへの来場はでき
るだけ公共交通機関のご利用を。
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◉
今
月
の
焦
点
　
都
市
ブ
ラ
ン
ド
の
構
築
と
推
進

ま
ち
を
愛
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
見
え
る

今
、
全
国
で
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、
ま
ち
の
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
る
自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。

本
市
で
は
、
そ
の
よ
う
な
行
政
か
ら
の
魅
力
発
信
に
加
え
て
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
、

豊
か
な
地
域
資
源
を
生
か
し
た
独
自
の
都
市
ブ
ラ
ン
ド
を
構
築
・
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ま
ち
へ
の
愛
着
や
誇
り
を
高
め
、

「
河
内
長
野
市
フ
ァ
ン
」
を
増
や
し
て
い
く
取
り
組
み
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
都
市
魅
力
戦
略
課
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都
市
ブ
ラ
ン
ド
と
は
、
他
の
都

市
と
の
違
い
を
明
確
化
し
、
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ま
ち
へ
の
愛
着
や

誇
り
、
市
外
か
ら
の
憧
れ
を
導
き

出
す
た
め
の
市
の
「
顔
」
と
な
る

イ
メ
ー
ジ
の
こ
と
で
す
。

　

昨
年
６
月
か
ら
、「
都
市
ブ
ラ

ン
ド
検
討
会
議
」
を
開
催
し
、
多

く
の
人
に
参
加
い
た
だ
き
、
ま
ち

を
愛
す
る
声
を
集
め
な
が
ら
、
魅

力
や
強
み
を
磨
き
上
げ
ま
し
た
。

こ
の
会
議
で
は
、「
未
来
に
向
け

て
ど
ん
な
ま
ち
に
し
た
い
か
」
と

い
う
参
加
者
の
思
い
を
包
含
す
る

ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ
セ
ー
ジ（
下
参
照
）

や
、
市
民
の
市
へ
の
愛
着
や
誇
り

を
高
め
る
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
策
な

ど
の
検
討
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
若
者
の
視
点
で
都
市
ブ

ラ
ン
ド
の
質
を
高
め
よ
う
と
、
デ

ザ
イ
ン
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
に
興

味
の
あ
る
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も

検
討
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

全
８
回
の
会
議
に
は
、
延
べ
２

７
２
人
が
参
加
し
、
熱
の
こ
も
っ

た
議
論
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
、「
こ
れ
が
終
わ
り

で
は
な
く
壮
大
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
始
ま
り
だ
」「
急
が
ず
に
ブ
ラ

ン
ド
の
形
成
を
」
と
い
っ
た
意
見

が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と

と
も
に
、
様
々
な
魅
力
を
統
一
的

な
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
展
開
し
、
ま

ち
を
愛
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広

げ
て
い
き
ま
す
。

都市ブランド検討会議で編み出された

ブランドメッセージ
自然と背中あわせ  ちょうどええやん  奥河内 一緒に育ったらええやん！

田舎と都会  どっちもほしい  欲張りな人に 安らぎと安心に包まれるまち

人と自然が共存するまち自然を感じる子育て

肩こらんし  すっぴんでええし  普段着になれる ふるさと回帰  なんだか帰りたくなる

▼ブランドメッセージを支える本市の様々な魅力

自然にふれる 安全・安心歴史を感じる

教育立市子育て支援市民力・企業力イベント産業・特産品

難波まで 30分  ムラにもマチにもなる

ちかくて、ふかい
奥河内イメージ化

イメージ化 住環境

参
加
者
の
思
い
を
形
に

〜
都
市
ブ
ラ
ン
ド
検
討
会
議
〜
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　都市ブランド検討会議では、シティプロモーションや
行政広報に詳しい東海大学文学部教授の河井孝仁さんか
ら、適宜アドバイスを受けました。
　河井さんは、市民の力でブランドメッセージを検討し
たことに対し、「他市では、行政だけで決めたり、広告代
理店が作ったりするが、河内長野市では、半年をかけて
行政と市民が協働で作ってきたことが素晴らしく、とて
も素敵だ」と称賛していました。
　また、今後の活動について、「ブランドメッセージとは、
河内長野市民がどんな人と一緒に暮らしたいのか、まち
にどんな魅力や力があるのかを示すこと。次は、より多
くの人に知らせることがシティプロモーションとなる。
自分たちのまちの魅力を発信し、それに賛同してくれる
人、共感してくれる人を探し出すことが肝心」と締めく
くりました。

市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶

◉今月の焦点　都市ブランドの構築と推進

　

市
で
は
、
ブ
ラ
ン
ド
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ
、

都
市
ブ
ラ
ン
ド
を
積
極
的
に
展

開
し
て
い
き
ま
す
。そ
の
た
め
、

活
動
の
指
針
と
な
る
「（
仮
称
）

都
市
ブ
ラ
ン
ド
推
進
プ
ラ
ン
」

の
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

一
緒
に
活
動
し
よ
う

　

都
市
ブ
ラ
ン
ド
を
推
進
し
、

よ
り
多
く
の
人
か
ら
共
感
を
集

め
る
た
め
、
次
の
活
動
に
着
手

し
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
河
内
長
野
市
や
奥
河

内
が
好
き
で
、
ま
ち
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
に
興
味
の
あ
る
メ
ン
バ
ー

を
募
集
し
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
は

チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
市
と
連
携
し

な
が
ら
活
動
し
て
い
く
予
定
で

す
。
み
ん
な
で
一
緒
に
、楽
し
く
、

ま
ち
を
愛
で
な
が
ら
、
共
感
の
輪

を
広
げ
て
い
き
ま
せ
ん
か
。

申
し
込
み　

都
市
魅
力
戦
略
課
へ

※
電
子
メ
ー
ル
は
下
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
。

※
準
備
会
議
は
３
月
12
日
㈯
午
後

２
時
〜
５
時
に
あ
い
っ
く
で
。

※
市
役
所
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー

ジ
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
も
募
集
中
。

市
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に

ま
ち
の
フ
ァ
ン
を
広
げ
た
い

市と市民が協働で作った
その力は素晴らしく素敵
東海大学文学部教授　河

か わ

井
い

孝
た か

仁
よ し

さん

◎パンフレットの制作
◎動画の制作
◎ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・
サービス）での情報共有・発信
◎まちへの愛着を促すイベントやキャン
ペーンの実施
◎鉄道沿線プロモーション
◎着ぐるみの活用など

こ
ん
な
に
い
ろ
ん
な

団
体
が
活
動
し
て
い
る
の
か
、

知
ら
な
か
っ
た
わ
い
。

具
体
的
に
は
何
を

ど
う
し
て
い
け
ば

い
い
の
か
の
ぉ
？

み
な
さ
ん
も

ぜ
ひ
ご
一
緒
に
！

教育立市宣言シリーズ●68

学びを支えるOnlyかわちながの
学びの成果を地域で活かす
「生涯学習社会」へ

平成 23 年６月に開講した市民大学「くろまろ塾」は
塾生約1,400 人を数え、６月に５周年を迎えます。
開講当初から様々な講座を通じ学習機会を提供して
きた「くろまろ塾」では来年度以降、市内で活動する
組織・団体と連携しながら、学習の成果を地域で活

い

かすことのできるプログラムに重点を置き、その取り
組みを進めていきます。
問い合わせ　文化・スポーツ振興課

▲ボランティア・
市民公益活動ガイドブック
市民公益活動支援センター「るー
ぷらざ」が作成するガイドブック
には各分野で活動する 128 の市
民公益活動団体を掲載。

歴史発見講座

講座「環境を考えるⅡ」

河川清掃

観光ボランティア活動

「くろまろ塾」の講座を通じて、
地域や身近な問題に興味を持っ
てみましょう。

Step.１
興味を持つ

その課題に対して市内でどのよ
うな活動や取り組みがあるか、
確認してみましょう。

Step.２
活動を知る

思い切って実際の活動に参加し
てみましょう。

新たな楽しみや生き
がいの発見、新たな
出会いがあるかも。
無理のない範囲で地
域に貢献し、お互いが
笑顔で住みよいまち
にしていきましょう。

Step.３
参加してみる

河内長野市民大学「くろまろ塾」の理念
　市民一人ひとりが「いつでも・どこでも・
だれでも・なんでも・みずから」学ぶことが
でき、その学習の成果が社会で適切に評価
され、そこで身につけた知識や技能、積み
重ねた経験などを地域で活

い

かすことができ
る「生涯学習社会」の実現を目指すこと。

▶くろまろ塾本部講座の再構築や新メニュー開発
▶学びやんネットを拡充した「人材バンク」としてのリニューアル
▶高度な技能や知識を有する市民を講師などに登用するための仕組みづくり
▶くろまろ塾生自身による「くろまろ塾」ボランティアとしての様々な活動
▶市内外の組織・団体との連携・協働による効率的・集中的な講座の開催

ただいま
準備中

ふ
む
ふ
む

な
る
ほ
ど
…

？
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第16回ボランティア・
市民活動フェスティバル

河内長野シティマラソン大会
２月21日㈰午前10時30分～45分

中村池公園西側をスタート

平成28年度から軽自動車税の税率が変わります
マイナンバーカードのお知らせ

問い合わせ　市民窓口課  

と
き　

２
月
28
日
㈰
午
前
10
時
〜

午
後
４
時

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス
、
市
民
公
益

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー「
る
ー
ぷ
ら
ざ
」

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

◎
展
示
コ
ー
ナ
ー

　

団
体
の
活
動
を
紹
介
（
写
真
❶
）

◎
講
座
・
相
談

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
使
い

方
や
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ

ン
ナ
ー
に
よ
る
お
金
の
講
座
な
ど

◎
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ
ー

　

団
体
の
活
動
を
体
験
（
写
真
❷
）

◎
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

手
作
り
品
や
収
穫
物
な
ど
を

販
売

◎
ス
テ
ー
ジ
発
表

　

日
頃
の
活
動
を
披
露

◎
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
展
示
・
表
彰

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
テ
ー
マ
に
小

中
学
生
が
描
い
た
作
品
を
展
示
。

入
賞
者
を
表
彰
（
写
真
❸
）

※
こ
の
他
に
も
、
軽
食
販
売
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
・
見
学
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
展
示
紹
介
、
募
金
の
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
▽
ス
タ

ン
プ
ラ
リ
ー
、
ぜ
ん
ざ
い
の
ふ
る

ま
い
も
あ
り
▽
各
催
し
の
時
間
な

ど
詳
し
く
は
る
ー
ぷ
ら
ざ
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
三
輪
・
四

輪
以
上
の
軽
自
動
車
の
税
率
が

変
わ
り
ま
す
。
変
更
後
の
税
率

は
左
表
の
と
お
り
で
す
。な
お
、

初
度
検
査
年
月
に
よ
っ
て
適
用

さ
れ
る
税
率
が
異
な
り
ま
す
の

で
、
自
動
車
検
査
証
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
税
制
係

今年も、市内で活躍するボランティア・市民公益活動団体が一堂に会する
「ボランティア・市民活動フェスティバル」を、次のとおり開催します。
参加団体による様々なコーナーを設けますので、ぜひご来場ください。

問い合わせ　るーぷらざ（☎53- 8100）

■
交
通
規
制
に
ご
協
力
を

　

ラ
ン
ナ
ー
が
走
る
時
間
帯
は
交
通
規
制
が
行
わ
れ
、

コ
ー
ス
と
な
る
道
路
は
一
時
車
両
通
行
止
め
と
な
り
ま

す
（
左
図
参
照
）。
沿
道
に
お
住
ま
い
の
人
や
通
行
車

両
、
路
線
バ
ス
利
用
者
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
迂
回
の
お
願
い

　

日
野
地
区
お
よ
び
高
向
地
区
の
一
部
は
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
1
時
、
車
両
通
行
止
め
と
な
り
ま
す
の
で
南

花
台
か
ら
天
野
方
面
へ
、
ま
た
天
野
か
ら
南
花
台
方
面

へ
通
行
す
る
車
両
は
国
道
３
７
１
号
バ
イ
パ
ス
へ
迂
回

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

◎三輪・四輪以上の軽自動車

種別

税額（年額・円）

初度検査年月が平成27年３月以前 初度検査年月が平成27年４月以降
（燃費基準などによる特例は別途有）

初度検査年月から
13年以内の車両

初度検査年月から
13年超の車両※ 標準

三輪 3,100 4,600 3,900

四輪以上
乗用

営業用 5,500 8,200 6,900
自家用 7,200 12,900 10,800

貨物用
営業用 3,000 4,500 3,800
自家用 4,000 6,000 5,000

くろまろの郷

野作

R371
バイパス

汐滝橋

滝尻

滝畑ダム
サイト前

天神社

日野

錦町交通規制区間
午前10時30分～
午後１時
（時間は目安です）

折り返し

河内長野駅▶

170

河
内
長
野
か
つ
ら
ぎ
線

スタート
中村池
公園

ゴール
長野小学校

午前10時～午後１時までバス停を一時変更
「野作」バス停は外環状線沿い「アローパ
チンコ店前」（❶）、また「西代町南」「ラ
ブリーホール前」バス停は「長野中学校
前」（❷）に変更します。

▼スタート・ゴール地点付近

河内長野駅▶

310

170

ラ
ブ
リ
ー
ホ
ー
ル

野作

❷

❶ 西代神社

スタート
中村池
公園

ゴール
長野
小学校

❶❷❸

よりよい
明日へ

楽しもう

 笑顔で
つなぐ

ボランテ
ィア

■
通
知
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
が
ま
だ

の
人
は
市
役
所
へ
問
い
合
わ
せ
を

　

受
取
人
不
在
な
ど
の
理
由
で
配
達

で
き
な
か
っ
た
通
知
カ
ー
ド
が
市
役

所
に
返
送
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
だ

カ
ー
ド
を
受
け
取
ら
れ
て
い
な
い
人

は
、
市
役
所
に
返
送
さ
れ
て
い
る
か

事
前
に
確
認
の
上
、
受
け
取
り
を
お

願
い
し
ま
す
。

受
取
方
法　

本
人
確
認
書
類
（
運
転

免
許
証
な
ど
写
真
付
き
の
場
合
は
１

点
▽
写
真
付
き
で
な
い
場
合
は
２

点
）
を
持
っ
て
市
民
窓
口
課
へ

※
代
理
人
が
受
け
取
る
場
合
は
、
通

知
カ
ー
ド
名
義
人
の
本
人
確
認
書
類

と
併
せ
て
、
代
理
人
の
本
人
確
認
書

類
と
委
任
状
の
提
出
が
必
要
で
す
。

■
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
は

は
が
き
が
届
い
て
か
ら

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
申
請
を

い
た
だ
い
た
人
に
カ
ー
ド
の
準
備
が

で
き
次
第
、市
か
ら「
個
人
番
号
カ
ー

ド
交
付
・
電
子
証
明
書
発
行
通
知
書

兼
照
会
書
」（
は
が
き
）
を
送
付
し

ま
す
。

受
取
方
法　

は
が
き
に
記
載
さ
れ
た

書
類
を
持
っ
て
市
民
窓
口
課
へ

※
詳
し
く
は
通
知
カ
ー
ド
送
付
時
の

案
内
や
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
個
人

番
号
カ
ー
ド
総
合
サ
イ
ト
」で
検
索
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※平成28年度は初度検査年月が平成14年12月以前の分が対象となります。



市政と関連情報 モックル生活ガイド

健康支援センターを
臨時休館します

■三日市市民ホールの利用申し込み窓口も変わります
　健康支援センター（ウェルネスフォレスト三日市）は、
指定管理者の取り消しに伴い、２月１日から臨時休館しま
す。利用者のみなさんには大変ご迷惑をおかけしますが、
ご理解をお願いします。４月１日から再開を予定しており
ますが、今後の情報については、市ホームページや本紙３
月号でお知らせします。
　なお、三日市市民ホールは引き続き開館しますが、同期
間中の利用申し込み窓口は次のとおりです。
利用申し込み窓口　①月～金曜日＝市役所自治振興課、
②月曜日・木曜日～日曜日＝三日市窓口センター▷いず
れも時間は午前９時～午後５時30分（祝日は除く）▷予
約システムの利用者登録は①のみ
※同期間中、両施設の電話は使用できません。
問い合わせ　健康支援センター＝保健センター（☎ 55-
0301）、三日市市民ホール＝自治振興課

8市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶9 広報かわちながの●平成28年（2016）２月号

子
宮
頸
が
ん
＝
各
１
０
０
０
円

申
し
込
み　

大
腸
が
ん
・
胃
が
ん
・

肺
が
ん
・
子
宮
頸
が
ん
の
各
検
診

＝
取
扱
医
療
機
関
へ
直
接
予
約
、

乳
が
ん
検
診
＝
寺
元
記
念
病
院
へ

直
接
予
約

※
生
活
保
護
世
帯
の
人
は
事
前
に

保
健
セ
ン
タ
ー
へ
問
い
合
わ
せ
を
。

■
４
〜
５
月
の
乳
が
ん
検
診
の
申

し
込
み
（
大
阪
南
医
療
セ
ン
タ
ー

実
施
分
）

対
象　

40
歳
以
上
で
平
成
28
年
度

に
奇
数
年
齢
に
な
る
か
平
成
27
年

度
に
未
受
診
の
女
性
市
民

と
き　

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

費
用　

１
０
０
０
円

申
し
込
み　

２
月
12
日
ま
で
に
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
（
抽
選
）

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し

込
み
可

※
定
員
を
超
え
た
場
合
、
第
３
土

曜
日
と
そ
の
前
の
平
日
の
２
日
間

コ
ー
ス
を
設
定
し
ま
す
▽
各
日
定

員
あ
り
（
抽
選
）
▽
生
活
保
護
世

帯
の
人
は
事
前
に
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
問
い
合
わ
せ
を
。

た
ば
こ
相
談
（
予
約
制
）

対
象　

た
ば
こ
を
や
め
た
い
市
民

と
き　

２
月
22
日
㈪
午
後
２
時
〜

４
時

健康 市政と関連情報 モックル生活ガイド

医
療
機
関
で
実
施
す
る

が
ん
検
診
（
有
料
）

検
診
内
容
・
対
象　

大
腸
が
ん
・

胃
が
ん
・
肺
が
ん
の
各
検
診
＝
40

歳
以
上
の
市
民
、
乳
が
ん
検
診
＝

40
歳
以
上
で
平
成
27
年
度
に
奇
数

年
齢
に
な
る
か
平
成
26
年
度
に
未

受
診
の
女
性
市
民
、
子
宮
頸け

い

が
ん

検
診
＝
20
歳
以
上
の
女
性
市
民

と
こ
ろ　

取
扱
医
療
機
関
（
４
月

に
配
布
し
た
「
す
こ
や
か
健
康
年

間
事
業
案
内
」
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
参
照
を
）

費
用　

大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
＝
各

５
０
０
円
、
胃
が
ん
・
乳
が
ん
・

金
融
機
関
窓
口
へ
。

■
水
道
の
使
用
を
開
始
・
中
止
す

る
時
は

　

水
道
の
使
用
を
開
始
す
る
時

は
、
申
し
込
み
手
続
き
が
必
要
で

す
。
早
め
に
水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

へ
ご
連
絡
を
。
ま
た
、
使
用
を
中

止
す
る
時
は
、
４
〜
５
日
前
ま
で

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

水
道
料
金
セ
ン

タ
ー
（
☎
53
・
６
６
２
１
）

飼
い
犬
・
猫
な
ど
が

亡
く
な
っ
た
時
は

  

市
内
在
住
者
に
限
り
、
犬
や
猫

な
ど
の
愛
が
ん
動
物
の
死
体
焼
却

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

処
理
手
数
料　

市
営
斎
場
に
持
ち

込
ん
だ
場
合
＝
動
物
１
体
に
つ
き

１
５
０
０
円
、
自
宅
ま
で
の
引
き

取
り
を
依
頼
し
た
場
合
＝
同
３
０

０
０
円

※
斎
場
へ
の
持
ち
込
み
は
午
前
９

時
〜
午
後
４
時
（
正
午
以
降
は
翌

日
焼
却
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま

す
）
▽
日
曜
日
は
自
宅
ま
で
の
引

き
取
り
は
行
い
ま
せ
ん（
土
曜
日
・

祝
日
の
引
き
取
り
は
正
午
ま
で
）。

■
次
の
点
に
ご
注
意
を

▼
死
体
は
段
ボ
ー
ル
箱
に
入
れ
て

出
す　

▼
毛
布
な
ど
は
敷
か
な
い

動
や
外
出
を
で
き
る
だ
け
減
ら
す
。

◎
屋
内
で
も
換
気
や
窓
の
開
閉
を

必
要
最
小
限
に
す
る
。

◎
呼
吸
器
系
や
循
環
器
系
疾
患
の

あ
る
人
、
小
児
・
高
齢
の
人
は
よ

り
慎
重
に
行
動
す
る
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課

ご
み
集
積
場
所
か
ら
の

持
ち
去
り
は
禁
止
で
す

　

市
が
指
定
し
て
い
る
ご
み
集
積

場
所
に
出
さ
れ
た
資
源
ご
み
や
粗

大
ご
み
を
持
ち
去
る
行
為
は
、
条

例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

行
為
者
に
は
市
が
禁
止
命
令
を

し
、
命
令
に
違
反
し
た
場
合
は
、

20
万
円
以
下
の
罰
金
を
科
す
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
持
ち
去
り
行
為
を
な

く
す
た
め
、
市
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル

し
て
い
ま
す
。
行
為
者
を
発
見
し

た
ら
、そ
の
情
報
（
日
時
や
場
所
、

持
ち
去
っ
た
物
、
車
の
場
合
は
車

種
や
ナ
ン
バ
ー
な
ど
）
を
環
境
衛

生
課
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課

水
道
料
金
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

■
メ
ー
タ
ー
検
針
に
ご
協
力
を

　

各
家
庭
の
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、

２
か
月
に
１
度
検
針
員
が
訪
問

し
、
使
用
水
量
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
メ
ー
タ
ー
が
隠
れ

て
い
る
、
そ
ば
に
近
づ
け
な
い
な

２
月
は
水
質
改
善
強
化
月
間

■
大
和
川
の
水
質
改
善
に
取
り
組

み
ま
し
ょ
う

　

下
流
で
は
ア
ユ
の
遡
上
が
確
認

さ
れ
て
い
る
大
和
川
。
子
ど
も
た

ち
が
遊
べ
る
大
和
川
を
取
り
戻
す

た
め
に
、
家
庭
か
ら
の
汚
れ
た
生

活
排
水
を
少
な
く
す
る
取
り
組
み

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◎
食
事
は
食
べ
る
分
量
だ
け
作
り
、

残
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
食
器
な
ど
の
汚
れ
は
、
ふ
き

取
っ
て
か
ら
洗
い
ま
し
ょ
う
。

◎
食
べ
残
し
を
直
接
流
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
政
策
課

Ｐ
Ｍ
２
・
５
に
関
す
る

情
報
発
信
の
ご
利
用
を

　

府
で
は
、
Ｐ
Ｍ
２
・
５
が
高
濃
度

に
な
る
と
予
測
さ
れ
る
場
合
、
防

災
情
報
メ
ー
ル
で
配
信
し
注
意
喚

起
を
行
っ
て
い
ま
す
。
登
録
方
法

は
、
お
お
さ
か
防
災
ネ
ッ
ト
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
注
意
喚
起
さ
れ
た
時
は

◎
屋
外
で
の
長
時
間
の
激
し
い
運

健
康

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〒
586-

０
０
１
２
菊
水
町
２
の
13

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

※
対
象
の
記
載
が
な
い
同
セ
ン

タ
ー
の
事
業
は
市
民
が
対
象
。

ど
の
理
由
で
検
針
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
次
の
点
に
ご
注
意

い
た
だ
き
、
円
滑
な
検
針
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
前
や
上

に
物
を
置
か
な
い　

▼
植
木
な
ど

が
あ
る
場
合
は
メ
ー
タ
ー
が
見
え

る
よ
う
に
剪せ

ん

定て
い

す
る　

▼
犬
は
出

入
口
や
メ
ー
タ
ー
か
ら
離
し
て
つ

な
ぐ

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

内
容　

卒
煙
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

理
学
療
法
士
に
よ
る

相
談
（
予
約
制
）

　

理
学
療
法
士
が
個
人
に
合
っ
た

運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。

対
象　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
40
歳
以
上
の
市
民
▽
利
用
は
原

則
１
回
の
み

と
き　

３
月
25
日
㈮
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
▽
自
宅

へ
の
訪
問
も
で
き
ま
す

申
し
込
み　

電
話
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

健
康
づ
く
り
推
進
員
に
よ
る

ち
ょ
こ
っ
と
ハ
イ
ク

■
東
高
野
街
道
を
歩
く
！

と
き　

２
月
10
日
㈬
午
前
10
時
〜

正
午
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
〜

▽
雨
天
中
止
）

集
合
・
解
散　

保
健
セ
ン
タ
ー

行
き
先　

千
代
田
神
社（
約
７
㌔
）

※
当
日
直
接
集
合
場
所
へ
。

暮
ら
し

■
メ
ー
タ
ー
の
取
り
替
え
は

　

市
で
は
、
計
量
法
に
基
づ
き
、

水
道
メ
ー
タ
ー
を
８
年
以
内
に
取

り
替
え
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
替

え
は
、
事
前
に
お
知
ら
せ
し
た
上

で
、
従
事
者
証
明
書
を
携
帯
す
る

市
の
委
託
業
者
が
行
い
ま
す
。
作

業
時
に
は
次
の
こ
と
で
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
委
託
業
者
が
敷
地
内
に
立
ち
入

り
ま
す　

▼
５
〜
10
分
程
度
断
水

し
ま
す　

▼
作
業
後
、
一
時
的
に

空
気
や
濁
り
水
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、す
ぐ
に
お
さ
ま
り
ま
す

■
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　

水
道
料
金
の
支
払
い
は
、
簡
単

で
便
利
な
口
座
振
替
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
申
し
込
み
は
取
り
扱
い

◉ペットボトルなどの回収
ところ ペット

ボトル
飲料用
紙パック

発泡スチロ
ールトレイ

イズミヤ河内長野店 ● ● ●
サンプラザ三日市駅前店 ● ● ●
サンプラザ河内長野店 ● ● ●
西友千代田店・生鮮市場ばんばん ● ● ●
オークワ河内長野店 ● ● ●
関西スーパー河内長野店 ● ● ●
松源河内長野店 ● ● ●
コノミヤ南花台店 ● ● ●
コノミヤ北青葉台店 ● ● ●
デイリーカナートはやし美加の台店 ● ● ●
いずみ市民生協河内長野支所
（毎月第３金曜日午前10時～正午） ー ● ー

★回収時間は業務時間中（いずみ市民生協河内長
野支所を除く）。

★回収ボックスに汚れたままのものや異物を入
れないでください。

◉食用廃油の回収
ところ ２月 ３月

千代田公民館 ８日 14日
南花台公民館 18日 17日
高向公民館 ー 16日
加賀田公民館 12日 ー
三日市公民館 26日 ー
くすのかホール ー 28日
あやたホール 22日 ー

★回収時間は午前10時～11時▷千代田・南花台
公民館は午前11時 30分まで。

★エンジンオイルなどの鉱物油は絶対混入しない
でください。

★食用廃油回収協力店を募集中▷協力いただける
店舗は環境政策課へご連絡ください。

◉食用廃油回収協力店舗名
店舗名 所在地 回収日 回収時間

もらん亭 上原西町 平日 午後１時～６時
小深の里天狗食堂 小 深 金 午前８時～午後４時
麺坊万作 南花台 木 午前11時～午後５時
麺坊蕎麦博 南貴望ケ丘 火 午前11時～午後５時
米のきのした 北青葉台 日 午前10時～午後６時
河南食糧小山田店 荘園町 営業日 午前７時～午後８時
加賀田米穀店 加賀田 火 午前８時30分～午後７時 30分
八重別館 末広町 水 午前８時～正午
千代田米穀店 松ケ丘東町 木 午前９時～午後５時
天野山保育園 天野町 平日 午前９時～午後４時

▼
首
輪
な
ど
の
副
葬
品
は
入
れ
な

い　

▼
合
同
焼
却
の
た
め
、
収
骨

は
で
き
ま
せ
ん

※
飼
い
主
の
な
い
犬
や
猫
な
ど
の

死
体
を
発
見
し
た
場
合
は
環
境
衛

生
課
へ
連
絡
を
。

問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課

暮らし
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子
ど
も
・
子
育
て
総
合

セ
ン
タ
ー
あ
い
っ
く
の
催
し

※
場
所
の
記
載
の
な
い
も
の
は
、

あ
い
っ
く
で
開
催
し
ま
す
。

❶
ね
ず
み
ち
ゃ
ん
の
お
は
な
し
会

　

親
子
の
た
め
の
わ
ら
べ
う
た
や

絵
本
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

１
歳
６
か
月
〜
２
歳
６
か
月
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

２
月
25
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜
11

時　

▼
定
員　

10
組
（
抽
選
）

❷
親
子
の
絆
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
赤
ち
ゃ
ん
が
き
た
！
」

　

第
１
子
を
育
児
中
の
母
親
同
士
で

情
報
交
換
や
仲
間
作
り
を
し
ま
す
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
平
成
27
年

９
月
１
日
以
降
生
ま
れ
の
第
１
子
と

そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

２
月
22

こ
く
じ
ら
ひ
ろ
ば

　

０
〜
２
歳
児
向
け
の
絵
本
（
約

３
０
０
冊
）を
、自
由
に
手
に
と
っ

て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
と
き　

２
月
１
日
㈪
・
15
日
㈪
・

22
日
㈪
・
29
日
㈪
午
前
10
時
〜
午

後
４
時　

▼
と
こ
ろ　

図
書
館

問
い
合
わ
せ　

図
書
館

（
☎
52
・
６
９
３
３
）

赤
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム

　

乳
幼
児
と
わ
ら
べ
う
た
や
手
遊

び
、
絵
本
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

▼
対
象　

１
歳
以
上
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

２
月
18

日
㈭
・
３
月
17
日
㈭
①
午
前
10
時

20
分
〜
11
時
（
１
歳
児
向
け
）
②

午
前
11
時
20
分
〜
正
午
（
２
歳
児

向
け
）　

▼
と
こ
ろ　

図
書
館　

▼
定
員　

各
10
組
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ　

図
書
館

（
☎
52
・
６
９
３
３
）

助
産
師
さ
ん
に
学
ぶ

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

▼
対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
の
２

〜
８
か
月
児
の
子
ど
も
と
そ
の
保

護
者　

▼
と
き　

３
月
２
日
㈬
・

日
㈪
・
29
日
㈪
、
３
月
７
日
㈪
・
14

日
㈪
午
後
１
時
〜
３
時
（
４
回
シ

リ
ー
ズ
）　

▼
定
員　

14
組

❸
マ
マ
ｃ
ａ
ｆ
ｅ
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ

　

気
軽
な
お
や
つ（
ギ
ョ
ー
ザ
の
皮

の
ピ
ザ
な
ど
）を
作
り
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象　

市
内
在
住
の
２
歳
〜
就

学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼
と
き　

２
月
25
日
㈭
午
前
10
時

15
分
〜
正
午　

▼
定
員　

10
組（
抽

選
）
▼
材
料
費　

４
０
０
円
程
度

❹
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ

　

未
就
園
の
子
ど
も
た
ち
で
ひ
な
祭

り
に
ち
な
ん
だ
遊
び
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象　

平
成
25
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
市
内
在
住
の
未
就

園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者　

▼

と
き　

３
月
１
日
㈫
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

❺
パ
パ
と
一
緒
に
ベ
ビ
ー
ダ
ン
ス

▼
対
象　

市
内
在
住
の
平
成
27
年

４
月
２
日
〜
10
月
31
日
生
ま
れ
の

子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
（
首
が
完

16
日
㈬
午
前
10
時
〜
11
時
30
分　

▼
と
こ
ろ　

千
代
田
公
民
館　

▼

定
員　

各
10
組
（
先
着
順
）　

▼

１
歳
〜
就
学
前
の
子
ど
も
の
一
時

保
育
あ
り　

▼
参
加
費　

３
０
０

円　

▼
申
し
込
み　

２
月
10
日
か

ら
同
館
へ　
　

問
い
合
わ
せ　

千
代
田
公
民
館

（
☎
55
・
１
１
２
５
）

児
童
手
当
を
支
給
し
ま
す

■
２
月
は
支
給
月
で
す

対
象　

中
学
校
修
了
前
の
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
人

支
給
額　

３
歳
未
満
＝
児
童
１
人

に
つ
き
月
額
１
万
５
０
０
０
円
、

３
歳
以
上
小
学
校
修
了
前
（
第
１

子
・
第
２
子
）
＝
同
１
万
円
、
３

歳
以
上
小
学
校
修
了
前
（
18
歳
の

誕
生
日
後
最
初
の
３
月
末
ま
で
の

児
童
か
ら
数
え
て
第
３
子
以
降
）

＝
同
１
万
５
０
０
０
円
、
中
学
生

＝
同
１
万
円

※
特
例
給
付
（
制
限
限
度
額
以
上

の
所
得
の
人
）は
同
５
０
０
０
円
。

支
給
日　

２
月
10
日
㈬
▽
10
月
〜

１
月
の
４
か
月
分
と
し
て
支
給

■
次
の
場
合
は
届
け
出
を

①
現
況
届
が
未
提
出
の
場
合

②
住
所
や
子
ど
も
の
数
な
ど
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合

③
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
、

ま
た
は
公
務
員
を
退
職
し
た
場
合

④
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
変
更
に

な
っ
た
場
合

※
届
け
出
が
遅
れ
る
と
返
還
金
が

生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
▽
②
〜

④
は
必
ず
15
日
以
内
に
手
続
き

を
。

問
い
合
わ
せ　

子
ど
も
子
育
て
課

か
わ
ち
な
が
の

キ
ッ
ズ
ア
ー
ト
展

　

市
内
の
幼
稚
園
・
小
中
学
校
の

子
ど
も
た
ち
が
制
作
し
た
作
品
を

子育て

展
示
し
ま
す
。

と
き　

２
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰
午

前
10
時
〜
午
後
５
時　

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課

な
か
よ
し
作
品
展

　

南
河
内
地
区
小
中
学
校
の
支
援

学
級
と
府
立
富
田
林
・
藤
井
寺
・

西
浦
支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒
の

作
品
を
展
示
し
ま
す
。

と
き　

２
月
17
日
㈬
〜
19
日
㈮
午

前
９
時
〜
午
後
８
時
（
19
日
は
午

後
３
時
ま
で
）

と
こ
ろ　

す
ば
る
ホ
ー
ル
（
富
田

林
市
）

問
い
合
わ
せ　

学
校
教
育
課

子
育
て

教育・文化

サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク

「
は
ー
と
」
実
践
報
告
会

　

発
達
支
援
の
必
要
な
子
ど
も
の

様
子
な
ど
を
書
い
て
お
き
、
誰
も

が
サ
ポ
ー
ト
し
や
す
く
す
る
た
め

の
フ
ァ
イ
ル「
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」。

市
が
配
布
し
て
い
る
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク
「
は
ー
と
」
の
活
用
に
向

け
、
学
校
や
幼
稚
園
、
保
護
者
な

ど
の
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
す
。

と
き　

２
月
16
日
㈫
午
後
１
時
30

分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

２
８
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

２
月
５
日
〜
10
日
に

障
が
い
福
祉
課
へ

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
課

教
育
・
文
化

全
に
す
わ
っ
て
い
る
赤
ち
ゃ
ん
に

限
り
ま
す
）　

▼
と
き　

３
月
６

日
㈰
午
前
11
時
〜
正
午　

▼
定
員

15
組
（
抽
選
）

❻
育
児
休
業
中
の
マ
マ
の
交
流
会

▼
対
象　

市
内
在
住
の
現
在
育
児

休
業
中
の
母
親
と
就
学
前
の
子
ど
も

（
保
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）
▼
と

き　

２
月
26
日
㈮
午
前
10
時
30
分

〜
正
午　

▼
と
こ
ろ　

千
代
田
台

保
育
所　

▼
定
員　

12
組
（
抽
選
）

❼
ひ
と
り
親
家
庭
の
情
報
交
換
会

▼
対
象　

ひ
と
り
親
家
庭
の
情
報

が
欲
し
い
人
、
ま
た
は
ひ
と
り
親

家
庭
で
育
児
中
の
保
護
者
と
小
学

6
年
生
以
下
の
子
ど
も
（
保
護
者

の
み
の
参
加
も
可
）　

▼
と
き　

２
月
28
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜
正

午　

▼
当
日
直
接
会
場
へ

❶
〜
❻
の
申
し
込
み　

は
が
き
か

フ
ァ
ク
ス
に
親
子
の
氏
名
（
ふ
り

が
な
）、
子
の
生
年
月
日
、
性
別
、

第
何
子
か
、
住
所
、
電
話
番
号
、

子
育
て
で
気
に
な
る
こ
と
と
催
し

名
を
記
入
し
て
２
月
11
日
（
必

着
）
ま
で
に
あ
い
っ
く
（
〒
586
ー

０
０
１
５
本
町
24
の
１
ノ
バ
テ
ィ

な
が
の
北
館
５
階
）
へ

■
キ
ラ
キ
ラ
ね
っ
と
か
ら
の
申
し

込
み
（
１
月
29
日
か
ら
）

Ｐ
Ｃ
サ
イ
トhttp://k-kira.jp

携
帯
サ
イ
トhttp://k-kira.jp/m

※
携
帯
サ
イ
ト
は
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
（
下
図
）
か
ら
。

■
ヨ
チ
ヨ
チ
タ
イ
ム
お
休
み
の
お

知
ら
せ

　

２
月
15
日
㈪
午
後
の
ヨ
チ
ヨ
チ

タ
イ
ム
（
乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー
）

は
会
場
の
都
合
で
開
催
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

あ
い
っ
く

（
☎
50・
４
６
６
４
、℻
50
・
４
６
６
５
）

乳
幼
児
健
診
セ
ン
タ
ー
で
の

教
室
・
相
談

❶
マ
マ
パ
パ
教
室

▼
対
象　

初
め
て
父
親
・
母
親
に

な
る
市
民　

▼
と
き　

３
月
５
日

㈯
①
午
前
10
時
〜
正
午
②
午
後
２

時
〜
４
時　

▼
内
容　

①
は
助
産

師
の
実
習
、
②
は
歯
科
健
診
な
ど

▼
定
員　

各
20
組
（
先
着
順
）

❷
離
乳
食
・
幼
児
食
相
談
会

▼
対
象　

市
内
在
住
の
乳
幼
児
の

保
護
者　

▼
と
き　

２
月
19
日
㈮

午
前
９
時
40
分
〜　

▼
内
容　

管

理
栄
養
士
と
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

相
談

❶
❷
の
申
し
込
み　

電
話
で
保
健

セ
ン
タ
ー
へ

問
い
合
わ
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
０
３
０
１
）

★地域の子育て 集いの広場
就学前の子どもと保護者が集まり、自由に遊んだり交流したり
する場所です。会場や内容など詳しくは問い合わせを。

◉子育てわいわいルーム
場所 開催日 問い合わせ

三日市公民館 ２月 10日㈬ ☎ 62-6155
千代田公民館 ２月 19日㈮ ☎ 55-1125
南花台公民館 ２月 24日㈬ ☎ 63-1131
加賀田公民館 ２月 26日㈮ ☎ 62-2116

※時間は午前 10時 30分～正午▷駐車場には限りがあります。

◉つどいの広場
場所 開催日

①ふぁんふぁーれ
　三日市
☎ 63-7242

毎週火・木・金曜日と２月１日㈪・８日㈪・15日㈪
午前10時～午後３時30分
２月８日㈪は「けいこ先生のリズム遊び」（午前
11時 30分～）、18日㈭は「おひなさまかざりを
作ろう」（午前10時30分～）をします。

②ほのぼのルーム
　大矢船
☎ 62-3501

毎週月・水・木曜日午前10時～午後３時
２月16日㈫は「お雛祭リースを作ろう！」をします（午
前10時～正午▷先着７組▷参加費100円▷要予約）。

南花台防犯協力隊が研究発表
～全国学校保健・安全研究大会で～
　12月４日に愛媛県で開催された全国学
校保健・安全研究大会の課題別研究協議
会で、南花台防犯協力隊の野

の

口
ぐち

潤
じゅん

三
ぞう

さん
と高

たか

野
の

良
りょう

作
さく

さんが「関係機関等との連携
体制整備」をテーマに発表しました。これ
は同団体が昨年度に子どもの安心・安全
な学校教育活動に貢献する団体として文
部科学大臣表彰を受賞したことから実現し
たもので、ボランティア団体による発表は
初めての試み。２人はボランティアで取り
組む立場から、学校・家庭・地域が連携し
た効果的な安全体制整備の在り方などに
ついて話されました。
問い合わせ　学校教育課

教育・文化

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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■
申
告
期
間
・
会
場

　

申
告
受
付
日
程
表
（
下
表
）
の

と
お
り
で
す
。

　

例
年
、
開
設
期
間
当
初
や
午
前

中
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
な
る
べ

く
期
間
の
後
半
や
午
後
か
ら
の
ご

来
場
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

３
月
16
日
㈬
以
降
は
税
務
課
で
受

け
付
け
ま
す
。

■
申
告
が
必
要
な
人

　

市
・
府
民
税
の
申
告
が
必
要
な

人
は
、平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
、

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
27
年

１
月
１
日
〜
12
月
31
日
に
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
人
、
ま
た
は

市
内
に
事
務
所
、
事
業
所
な
ど
を

開
設
し
て
い
る
人
で
す
。

▼
営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
を
営

ん
で
い
る
人　

▼
家
賃
、
地
代
な

ど
の
不
動
産
所
得
が
あ
る
人　

▼

市政と関連情報 モックル生活ガイド

大
工
や
左
官
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
内

職
な
ど
の
所
得
が
あ
る
人　

▼
給

与
所
得
者
で
①
勤
務
先
か
ら
給
与

支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
な

い
人
②
給
与
所
得
以
外
の
所
得
が

あ
る
人
③
２
か
所
以
上
か
ら
給
与

の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人
④
退

職
し
た
人　

▼
公
的
年
金
等
の
受

給
者
で
所
得
控
除
を
受
け
る
人

※
収
入
の
な
い
人
も
、
非
課
税
証
明

書
の
発
行
や
、
国
保
・
介
護
の
各
保

険
料
の
決
定
に
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
人

や
、
勤
務
先
か
ら
市
に
給
与
支
払

報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
人

は
、申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
告
に
必
要
な
も
の

▼
前
年
の
所
得
額
が
わ
か
る
も
の

（
源
泉
徴
収
票
・
賃
金
支
払
明
細

書
・
収
支
内
訳
に
関
す
る
書
類
な

ど
）　

▼
前
年
中
に
支
払
っ
た
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
・

介
護
保
険
料
を
含
む
）、
生
命
保

険
料
、
地
震
保
険
料
や
寄
附
金
の

領
収
書
、
支
払
証
明
書
な
ど　

▼

前
年
の
申
告
書
控
え　

▼
申
告
書

用
紙　

▼
印
鑑　

▼
配
偶
者
の
所

得
が
わ
か
る
も
の
な
ど

※
申
告
書
は
郵
送
で
も
受
け
付
け

ま
す
▽
必
要
書
類
の
添
付
を
忘
れ

ず
に
。

年
金
所
得
者
の
確
定
申
告

■
申
告
対
象
者
の
範
囲
に
ご
注
意
を

　

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合

計
額
が
４
０
０
万
円
以
下
で
、
公

的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以
外
の

所
得
金
額
が
20
万
円
以
下
の
場
合

に
は
、
源
泉
徴
収
税
額
の
有
無
に

か
か
わ
ら
ず
、
所
得
税
の
確
定
申

告
を
す
る
必
要
が
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
医
療
費
控
除
や
寄
附
金

控
除
な
ど
に
よ
り
、
所
得
税
の
還

■
申
告
書
は
２
月
10
日
頃
郵
送

　

申
告
書
は
、
前
年
に
市
・
府
民

税
の
申
告
を
し
た
人
な
ど
に
対
し
、

２
月
10
日
頃
に
郵
送
し
ま
す
。
必
要

な
人
で
届
か
な
い
場
合
は
、
税
務
課

市
民
税
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税
係

所
得
税
の
確
定
申
告
な
ど
は

す
ば
る
ホ
ー
ル
へ

■
申
告
と
納
税
は
お
早
め
に

　

平
成
27
年
分
の
所
得
税
お
よ
び

復
興
特
別
所
得
税
、
贈
与
税
の
申

告
と
納
税
は
3
月
15
日
㈫
ま
で
、

個
人
事
業
者
の
消
費
税
と
地
方
消

費
税
は
3
月
31
日
㈭
ま
で
で
す
。

　

富
田
林
税
務
署
の
確
定
申
告
会

場
は
、
す
ば
る
ホ
ー
ル
（
富
田
林

市
▽
駐
車
場
は
有
料
）
で
す
。
開

設
期
間
中
は
、
税
務
署
に
は
申
告

会
場
を
設
け
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
な
お
、
す
ば
る

ホ
ー
ル
で
は
、
納
付
手
続
や
納
税

証
明
書
の
発
行
、
相
続
税
の
相
談

は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

開
設
期
間　

申
告
受
付
日
程
表（
右

下
表
）
の
と
お
り

※
詳
し
く
は
本
紙
１
月
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

富
田
林
税
務
署

（
☎
24
・
３
２
８
１
）

昨年の出初式

納
め
忘
れ
は
な
い
で
す
か

平
成
27
年
度
市
税

　

平
成
27
年
度
市
税（
市
・
府
民
税
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽

自
動
車
税
な
ど
）
は
、
ほ
と
ん
ど

の
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
納

期
限
ま
で
に
納
付
さ
れ
な
い
場
合
、

そ
の
課
税
対
象
者
へ
督
促
状
を
発

送
し
て
い
ま
す
。
こ
の
督
促
状
の

納
期
限
を
過
ぎ
て
も
納
付
が
な
い

と
き
は
、
原
則
と
し
て
課
税
対
象

者
の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
手
続

き
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
納
期
内
に
納
税
し
た

人
と
の
公
平
・
公
正
を
期
す
た
め
、

滞
納
者
に
対
し
て
厳
正
な
滞
納
処

分
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
こ
う

し
た
処
分
を
受
け
る
こ
と
の
な
い

よ
う
、
納
め
忘
れ
の
あ
る
人
は
速

や
か
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
早

急
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
納
税
係

市
税
の
納
付
は

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　

口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
納
税
通
知
書
、
預
（
貯
）
金

通
帳
、
届
出
印
を
持
っ
て
、
金
融

機
関
の
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
申
込
用
紙
は
、
市
内
の
金

融
機
関
に
あ
り
ま
す
。
市
外
の
金

融
機
関
で
申
し
込
む
場
合
は
問
い

合
わ
せ
を
。
な
お
、
税
金
の
種
類

や
申
込
期
限
な
ど
は
、
右
表
の
と

お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
税
制
係

仕
事
い
ろ
い
ろ

働
き
方
い
ろ
い
ろ
！

■
障
が
い
者
就
労
支
援

　

あ
な
た
に
合
っ
た
働
き
方
や
し

て
み
た
い
仕
事
を
見
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

と
き　

２
月
６
日
㈯
午
後
１
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

内
容　

企
業
展
示
、
支
援
団
体
の

案
内
、
事
業
所
に
よ
る
体
験
・
実

習
な
ど

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
い
合
わ
せ　

作
業
所
連
絡
協
議

会
の
大
谷
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
７

７
５
７
・
０
９
０
４
）

聴
覚
障
が
い
者
サ
ロ
ン

■
お
楽
し
み
会

対
象　

市
内
在
住
の
聴
覚
障
が
い
者

と
き　

２
月
15
日
㈪
午
後
１
時
〜

２
時
30
分

と
こ
ろ　

障
が
い
者
福
祉
セ
ン

タ
ー
あ
か
み
ね

申
し
込
み　

２
月
５
日
〜
12
日
に

ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か
わ
ち
な
が
の
へ

問
い
合
わ
せ　

ピ
ア
セ
ン
タ
ー
か

わ
ち
な
が
の
（
☎
56
・
１
６
９
０
、

℻
56
・
１
６
９
２
）

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

「
ち
ょ
っ
と
で
」

■
温
泉
と
カ
ラ
オ
ケ

対
象　

市
内
在
住
の
精
神
障
が
い

者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者

と
き　

２
月
６
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
３
時

集
合　

福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

定
員　

10
人
（
抽
選
）

参
加
費　

１
０
０
円
（
入
浴
代
）

※
食
費
は
実
費
負
担
が
必
要
。

申
し
込
み　

２
月
５
日
ま
で
に
障
が

い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
か
み
ね
へ

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
あ
か
み
ね
（
☎
56
・
１
５

９
０
、
℻
56
・
１
５
９
２
）

税金の種類 期別 平成28年度
振替日 申込期限

固定資産税・
都市計画税
（償却資産を
含む）

全期 ５月 31日 ２月末日

１期 ５月 31日 ２月末日

２期 ８月１日 ６月末日

３期 ９月 30日 ８月末日

４期 12月 28日 11月末日

市・府民税
（普通徴収分）

全期 ６月 30日 ３月末日

１期 ６月 30日 ３月末日

２期 ８月 31日 ７月末日

３期 10月31日 ９月末日

４期 １月 31日 12月末日

軽自動車税 １期 ５月 31日 ３月末日

※軽自動車税は、口座振替を申し込むと所有さ
れている原動機付自転車や軽自動車などすべて
が口座振替になります。

※申込期限は、金融機関により異なる場合があ
ります。

●申告受付日程表●

内　容 日　程 時　間 会　場

市・府民税
申告

２月16日～３月15日
（土・日を除く）

午前９時～
午後５時

市役所
（１階）
（☎53-1111）

※年金受給者などで、市・府民税申告または所得税の確定申告の
どちらの申告が必要か判断できない場合は、市役所税務課でお尋
ねください。

所得税の
確定申告

贈与税・消
費税の申告

２月４日～３月15日
（土・日・祝日を除
く▷２月21日㈰・
28日㈰は開設）
※３月16日以降は
税務署で申告を。

午前９時～
午後５時
※混雑の状況に
より、早めに受
付を終了する場
合あり。できる
だけ午後4時ま
での来場を。

すばるホール
※問い合わ
せは富田林
税 務 署（ ☎
24-3281）へ。

付
を
受
け
る
場
合
や
、
株
式
等
の

損
失
を
翌
年
に
繰
り
越
す
た
め
の

申
告
書
な
ど
は
提
出
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
所
得
税
の
申
告
が
不
要

と
な
っ
た
人
で
も
、
生
命
保
険
料

や
地
震
保
険
料
、
年
金
か
ら
の
天

引
き
以
外
に
健
康
保
険
料
や
介
護

保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
な
ど
、
各

種
所
得
控
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、

市
・
府
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
税
務
課
市
民
税
係
ま
で
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
市
民
税
係

市・府民税の申告は
３月15日まで

■税申告時期に国民健康保
険（国保）へ寄せられるよく
ある質問にお答えします
【問】収入がない（または非
課税収入しかない）が、税
の申告をしたほうがよいか。
【答】「収入がない」または「非
課税収入しかない」ことを、
税務課で市・府民税申告し
てください。
※国保の医療費の自己負担
限度額は、市・府民税を決
める税の申告に基づき決定
されます。申告がないと、

「一番高い限度額まで負担
が発生する」「保険料の計算
が正しくされない」場合が
あります。
■国保の日曜臨時窓口を開設
～平日お忙しい人はご利用を～
とき　２月 21日㈰午前９時
～午後５時30分
ところ　保険年金課
内容　国保の届け出や保険
料の納付、納付相談など
※必要書類などは問い合わ
せを。
問い合わせ　保険年金課

市役所の
申告会場は
２月16日から
1階で開設します

税金 保険・年金障がい者

税
金

障
が
い
者

国民健康保険のお知らせ

保険・年金
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３
月
１
日
〜
７
日
は

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

■
無
防
備
な 

心
に
火
災
が 

か
く

れ
ん
ぼ

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
は
空
気
が
乾

燥
し
、
火
災
が
起
こ
り
や
す
く
な

る
の
で
、
火
気
の
取
り
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
火
災
に
ご
注

意
く
だ
さ
い

　

節
電
志
向
か
ら
反
射
式
石
油
ス

ト
ー
ブ
の
使
用
が
増
え
、
誤
っ
た

取
り
扱
い
や
不
注
意
に
よ
る
火
災

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
火
災
や
事

故
を
防
止
す
る
た
め
、
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◎
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消
さ
ず

に
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
に
給
油

し
な
い
。

◎
石
油
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
洗
濯
物

を
干
さ
な
い
。

◎
灯
油
と
間
違
っ
て
、
ガ
ソ
リ
ン

を
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
給
油
し
な
い
。

◎
閉
め
切
っ
た
室
内
で
石
油
ス

ト
ー
ブ
を
長
時
間
使
用
し
な
い
。

問
い
合
わ
せ　

予
防
課

（
☎
53
・
３
６
９
９
）

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
の

寄
附
者
へ
の
謝
礼
品
を
募
集

　

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
制
度

は
、
市
を
応
援
す
る
人
の
輪
を
広

げ
る
と
と
も
に
、
特
産
品
の
販
売

促
進
や
地
域
活
性
化
を
目
的
に
実

施
し
て
い
ま
す
。
今
回
、
同
制
度

の
さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
て
、

魅
力
あ
る
謝
礼
品
を
提
供
い
た
だ

け
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
で
特
産
品
な
ど
の
栽

培
や
製
造
、
加
工
、
販
売
、
サ
ー

ビ
ス
提
供
を
し
て
い
る
事
業
者

申
し
込
み　

２
月
15
日
ま
で
に
政

策
企
画
課
へ

問
い
合
わ
せ　

政
策
企
画
課

南
河
内
環
境
事
業
組
合
の

入
札
参
加
資
格
申
請
を
受
付

　

南
河
内
環
境
事
業
組
合
で
は
、

平
成
28
・
29
年
度
の
建
設
工
事
や

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な

ど
の
入
札
参
加
資
格
申
請
を
受
け

付
け
ま
す
。
な
お
、
前
年
度
に
申

請
し
た
事
業
者
は
提
出
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

登
録
有
効
期
間　

平
成
28
年
４
月

１
日
〜
平
成
30
年
３
月
31
日

提
出
方
法　

２
月
１
日
〜
19
日

（
当
日
消
印
有
効
）
に
郵
送
で
同

組
合
へ

※
提
出
要
領
は
２
月
19
日
ま
で
の

午
前
９
時
〜
正
午
と
午
後
０
時
45

分
〜
５
時
30
分
（
土
・
日
・
祝
日
を

除
く
）
に
同
組
合
第
１
清
掃
工
場

で
配
布
▽
同
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

同
組
合
総
務
企
画

課
（
☎
33
・
６
５
８
４
）

大
阪
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

①
守
ろ
う 

特
定
最
低
賃
金

　

特
定
最
低
賃
金
は
、
特
定
の
産

業
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
地
域
別

最
低
賃
金
よ
り
も
水
準
の
高
い
最

低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

②
女
性
活
躍
推
進
法
に
基
づ
く

一
般
事
業
主
行
動
計
画
の
策
定
を

　

常
時
３
０
１
人
以
上
の
労
働
者

を
雇
用
す
る
事
業
主
は
、
平
成
28

年
４
月
１
日
ま
で
に
、
女
性
の
活

躍
推
進
に
関
す
る
行
動
計
画
を
策

定
し
、
労
働
局
に
届
け
出
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、

３
０
０
人
以
下
の
事
業
主
は
努
力

義
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

大
阪
労
働
局（
①
＝

賃
金
課
☎
06・
６
９
４
９・６
５
０
２
、

②
＝
雇
用
均
等
室
☎
06
・６
９
４
１・

８
９
４
０
）

市
内
事
業
所
が
ス
ポ
ー
ツ

施
設
を
利
用
す
る
時
は

　

市
内
事
業
所
が
、
社
員
な
ど
の

親
睦
を
目
的
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
行

事
で
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
利
用

す
る
場
合
は
、
次
の
と
お
り
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

従
業
員
50
人
以
上
の
市
内

事
業
所

利
用
回
数　

年
１
回

利
用
施
設　

赤
峰
市
民
広
場
、
下

里
総
合
運
動
場
、
大
師
総
合
運
動

場
、
寺
ケ
池
公
園
野
球
場

申
し
込
み　

使
用
日
の
３
か
月
前

ま
で
に
総
合
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
事

務
局
（
市
民
総
合
体
育
館
内
）
へ

（
電
話
不
可
）

※
平
成
28
年
度
利
用
分
は
２
月
２

日
か
ら
受
け
付
け
ま
す
▽
４
月
分

は
２
月
７
日
ま
で
に
申
請
を
。

問
い
合
わ
せ　

同
事
務
局

（
☎
62
・
８
０
１
１
）

重
度
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
料
金

助
成
協
力
事
業
者
を
募
集

　

市
で
は
、
重
度
障
が
い
者
に
タ

ク
シ
ー
料
金
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
こ
の
事
業
に
協
力
い
た
だ

け
る
市
内
タ
ク
シ
ー
事
業
者
の
登

録
を
募
集
し
ま
す
。
登
録
要
件
な

ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

申
し
込
み　

２
月
12
日
ま
で
に
障

が
い
福
祉
課
へ

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
福
祉
課

安
全
安
心

事
業
所

水道業務委託事業者と協定を締結
　市は12月18日、水道の検針業務な
どを請け負うヴェオリア・ジェネッツ株
式会社と２つの協定を締結しました。1
つは災害時の応急給水活動などの協力
に関するもので、もう1つは一人暮らし
などの孤立死を未然に防ぐことを目的と
した見守り活動に関する協定。市では同
社と連携しながら、安全・安心のまちづ
くりをさらに推進していきます。
問い合わせ　経営総務課、生活福祉課

南北朝時代を代表する市内屈指の名所・天野山金剛寺
は、四季毎に魅力ある表情を見せてくれます。積雪が
あったこの日、境内を流れる天野川に架かる石橋を挟
んで、後村上天皇行在所を望む位置から撮影しました
（写真は平成25年１月に撮影）。

　「奥河内」をＰＲしようと千早赤阪村と共催で実
施した「奥河内観光写真コンクール」。今回は521
点の応募があり、グランプリには竹

たけしたくにしげ

下邦茂さん（緑
ケ丘南町）の「秋祭りのにぎわい」（写真❶）が、準
グランプリの河内長野市長賞には伊

い が

賀﨑
さき

良
りょう

太
た

さん
（大阪狭山市）の「バラのプロムナード」（写真❷）、
千早赤阪村長賞には澤

さわ

井
い

祥
よしのり

憲さん（和歌山県橋本
市）の「明ける棚田」（写真❸）が選ばれました。
その他の入賞者は次のとおりです（敬称略）。
【金賞】盛

もり

野
の

富
とみ

子
こ

（堺市）、佐
さ

藤
とう

公
まさ

子
こ

（北青葉台）、
城
じょうまえ

前伊
い さ お

佐雄（和泉市）、神
かみ

谷
や

輝
き

𠮷
よし

（和歌山県岩出市）、
辻
つじ

野
の

勝
まさる

（堺市）、墳
つかもと

本茜
あかね

（堺市）
【銀賞】中

なか

井
い

和
かず

己
み

（堺市）、門
かどばやし

林巳
み よ し

代司（大師町）、
古
こ

林
ばやし

壽
としあき

昭（堺市）、坂
さかぐち

口哲
のりあき

朗（堺市）、村
むら

田
た

文
ふみ

子
こ

（南
花台）、前

まえ

田
だ

信
のぶかず

憲（和泉市）、東
ひがし

文
ふみ

男
お

（高向）、尾
お

崎
ざき

賢
けんいち

一（大阪市）、堀
ほりうち

内勇
いさむ

（和歌山県橋本市）、上
うえ

田
だ

金
きん

五
ご

（富田林市）、奥
おく

埜
の

秀
ひで

夫
お

（美加の台）、金
かね

子
こ

栄
えい

二
じ

（千
早赤阪村）、花

はなざわ

澤徳
のりあき

昭（堺市 )、酒
さか

井
い

雅
まさはる

治（和歌山
県橋本市）、茶

ちゃもと

本繁
しげかず

一（大阪市）、尾
お

添
ぞえ

仁
ひとし

（清見台）
問い合わせ　観光政策課

消防出初式
新年を迎え、平穏で災害のない平和な一年であ
ることを願い、新春恒例の消防出初式が１月10
日、赤峰市民広場で開催され、消防職員・団員
329人が参加しました。救助隊のはしご乗り演
技や消防団員によるポンプ操法、また消防車に
よる色鮮やかな一斉放水などを披露。市民らか
らは大きな拍手が送られ、安全・安心のまちづ
くりに向け、意識を新たにしていました。
問い合わせ　消防総務課（☎53-0066）

奥河内観光写真コンクール
グランプリに竹下さん 、準グランプリに伊賀﨑さん・澤井さん

◉レポート 25 雪景色の天野山金剛寺　田中裕
ゆたか

さん

安全安心

安全安心

事業所

❶

❸❷

グランプリ

準グランプリ千早赤阪村長賞準グランプリ河内長野市長賞

市政と関連情報 モックル生活ガイド
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市政と関連情報 モックル生活ガイドその他

市
嘱
託
員

業
務
内
容
な
ど　

17
ペ
ー
ジ
の
表

の
と
お
り

※
試
験
日
時
な
ど
の
詳
細
は
申
し

込
み
時
に
説
明
し
ま
す
。

※
本
市
嘱
託
員
は
、
１
年
間
の
雇

用
契
約
で
、
勤
務
成
績
な
ど
に
よ

り
契
約
更
新
（
上
限
あ
り
）
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
保

育
所
保
育
業
務
（
週
５
日
Ａ
）
は

更
新
の
予
定
が
あ
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み　

２
月
１
日
〜
10
日
に

写
真
添
付
の
履
歴
書
１
通
を
持
っ

て
、
①
〜
㉑
は
人
事
課
（
市
役
所

業
務
時
間
中
）、
㉒
・
㉓
は
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
（
土
・
日
を
除
く

▽
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
４

時
）
へ
▽
郵
送
不
可

※
免
許
・
資
格
が
必
要
な
業
務
は
、

面
接
試
験
時
に
そ
の
原
本
を
提
示

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

①
〜
㉑
＝
人
事

課
、㉒
・
㉓
＝
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
６
４
１
１
）

社
会
福
祉
協
議
会
嘱
託
員

職
務
内
容　

①
介
助
員
、
②
看
護

師応
募
資
格　

簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操

作
が
で
き
、
普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
持
つ
人
▽
①
は
高
卒
以
上
、

②
は
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
の

資
格
が
必
要

募
集
人
数　

①
１
人
、
②
２
人

試
験　

２
月
14
日
に
一
次
試
験

（
小
論
文
）
を
実
施
▽
合
格
者
に

は
後
日
面
接
試
験
を
実
施

申
し
込
み　

２
月
１
日
〜
８
日
に

障
が
い
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
か
み

ね
へ
（
土
・
日
を
除
く
▽
時
間
は

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
30
分
▽
郵

送
不
可
）

※
申
込
書
は
同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

障
が
い
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
あ
か
み
ね
（
☎
56
・
１
５

９
０
、
℻
56
・
１
５
９
２
）

公
園
緑
化
協
会
嘱
託
員

職
務
内
容　

①
公
園
管
理
運
営
業

務
、
②
法
人
運
営
補
助
業
務

応
募
資
格　

①
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
持
つ
人
（
Ａ
Ｔ
限
定
不
可

▽
簡
単
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

放
課
後
児
童
会

ア
ル
バ
イ
ト
職
員

①
指
導
補
助
業
務

応
募
資
格　

児
童
の
指
導
に
つ
い

て
知
識
・
経
験
を
有
す
る
人
（
学

生
可
）

勤
務
期
間
・
時
間　

３
月
18
日
〜

４
月
15
日
の
月
〜
金
曜
日
▽
時
間

は
午
前
11
時
〜
午
後
５
時
の
う
ち

３
〜
６
時
間

②
指
導
業
務

応
募
資
格　

教
員
ま
た
は
保
育
士

の
資
格
を
持
つ
人

勤
務
時
間　

月
〜
土
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
の
う
ち
週
１
〜
５
日
▽

時
間
は
午
後
０
時
30
分
〜
６
時

（
学
校
休
業
日
は
午
前
８
時
30
分

〜
、学
校
短
縮
日
は
午
前
10
時
〜
）

①
②
の
申
し
込
み　

写
真
添
付
の

履
歴
書
１
通
（
②
は
資
格
証
も
）

を
持
っ
て
２
月
29
日
（
日
曜
・
祝

日
を
除
く
▽
時
間
は
午
前
９
時
〜

午
後
６
時
）
ま
で
に
青
少
年
育
成

課
（
キ
ッ
ク
ス
内
）
へ

問
い
合
わ
せ　

青
少
年
育
成
課

（
☎
54
・
０
０
０
５
）

市
嘱
託
員
な
ど
を
募
集

業務内容 応　募　資　格 勤務日 募集
人数

試験内容・実施日
2/11 2/12 以降

①
消費生活センター
消費生活相談等業務

次のすべてを満たす人　
①消費生活専門相談員、消費生活アドバイザー、消費生活コン
サルタントのいずれかの資格を持つ人　②普通自動車運転免許
を持つ人　③パソコン操作ができ、PIO-NET が操作できる人

月～金のうち３日、
年３回程度土日祝
日の勤務あり

１ 面接

②市税収納業務 パソコン操作ができ、普通自動車運転免許を持つ人 月～金 １ 一般 面接
③国民健康保険レセプト点検等業務 病院などで診療報酬明細書点検業務に従事した経験がある人 月～金 １ 一般・専門 面接
④国民健康保険収納対策等業務 パソコン操作ができ、普通自動車運転免許を持つ人 月～金 １ 一般 面接

⑤国民年金業務 年金関係の実務経験のある人または社会保険労務士の資格
を持つ人で、パソコン操作ができる人 月～金 １ 専門 面接

⑥介護保険認定調査等業務 介護支援専門員資格と普通自動車運転免許を持つ人 月～金 1 面接
⑦保健センター　助産師業務 助産師資格と普通自動車運転免許を持つ人 月～金 1 面接

⑧生活困窮者相談支援員業務
普通自動車運転免許と社会福祉主事の任用資格を持ち、次
のいずれかを満たす人　
①自治体において生活保護業務または福祉相談業務を3年以上担
当した人　②精神保健福祉士または社会福祉士の資格を持つ人

月～金 1 面接

⑨
保育所
保育業
務

週５日　A（更新なし）

保育士資格を持ち、保育士登録が済んでいる人

月～土のうち５日 ３

面接

週５日　B １

専門
週３日 月・金・土 ２
半日 月～金の毎日４時間 １
早朝・夕方 月～土 １
夕方のみ 月～金と隔週土 １

⑩保育所看護業務 看護師資格と普通自動車運転免許を持つ人 月～土のうち５日 １ 面接

⑪保育所調理清掃業務 調理師資格を持つ人 月～土のうち３日 １ 筆記・実技
面接

⑫
子ども・
子 育 て
総 合 セ
ンター

家庭児童相談業務 普通自動車免許を持ち、次のいずれかに該当する人　
①学校教育法に定める大学で児童福祉、社会福祉、児童学、
心理学、教育学もしくは社会学を専修する学科またはこれ
に相当する課程を修了し卒業した人　②児童福祉に関する相
談業務に３年以上従事した経験を持つ人

月～金 １ 面接

地域子育て支援業務 保育士、幼稚園・小学校の教員のいずれかの資格と普通自
動車運転免許を持つ人 月～日のうち５日 ２ 一般 面接

保健師業務 保健師資格と普通自動車運転免許を持つ人 月～日のうち５日 １ 面接
⑬ファミリー・サポート・
センター アドバイザー業務

パソコン操作ができ、保育士、幼稚園・小学校の教員のい
ずれかの資格と普通自動車運転免許を持つ人 月～日のうち５日 １ 一般 面接

⑭フロアマネージャー業務 ホテル・金融機関などで接客の実務経験がある人 月～金のうち４日
（１日４時間勤務） １ 面接

⑮広報紙DTPオペレーター業務 インデザイン、イラストレーター、フォトショップ（いず
れもCS4) などの編集作業ができる人 月～金 １ 一般 実技

面接
⑯教育施設営繕業務（教育施設の
維持管理・修繕・作製（電球交換などの
高所作業含む）、除草や樹木の伐採など）

営繕業務の経験があり、普通自動車免許 (AT限定は不可 )
を持つ人 月～金 １ 実技

面接

⑰
三日市
幼稚園

保育業務
幼稚園教員の資格を持つ人 月～金

１

面接園務支援業務（三日市幼
稚園の清掃・修繕、運動場の
整備、保育補助、事務補助）

１

⑱支援学級看護師業務（支援学
級児童・生徒の介助・医療的ケア） 看護師または准看護師資格を持つ人 月～金 ５ 面接

⑲学校支援不登校等指導業務
（不登校児童生徒等の学校適応に向けた支援） 小中学校の教員または精神保健福祉士の資格を持つ人 月～金 １ 面接

⑳図書館管理運営業務
（カウンター・書架整理業務、自動
車文庫業務、図書館事業の企画・
実施・管理運営など）

司書資格を持つ人

月～日のうち５日
（土・日・祝休日、
年末年始を含む・
夜間勤務あり）

１ 一般
専門 面接

㉑ふる
さと文
化財の
森セン
ター

管理運営・学芸員業務 学芸員資格を持つ人 月～日のうち５日（土・
日・祝休日を含む） １ 専門 面接

管理運営業務
（施設の管理・修繕・整
備など）

月～日のうち４日
（土・日・祝休日を含
む・宿直勤務あり）

１ 一般 面接

㉒学校衛生環境管理業務
（学校施設の清掃・修繕、運動場の
整備、給食の配付など）

月～金 ６

一般
専門

面接
体力測定

月～金のうち指定
する日（年100日・
１日３時間勤務）

６

平成 28年 2月 11日現在で障がい者手帳を持ち、介助者な
しに通勤と修繕等の業務が可能な人 月～金 １

㉓小学校給食配膳業務（給食の
仕分け・教室への運搬、配膳室の
清掃など）

市内在住者
月～金の給食実
施日と各学期の
清掃日

４ 専門 面接
体力測定

※試験内容中、「一般」は一般教養択一、「専門」は専門筆記です。

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
０～18歳までの児童
とその家庭に関する相
談業務・子どもへの遊
戯療法や発達検査など

る
人
・
建
設
工
事
施
工
管
理
の
実

務
経
験
者
優
遇
）、
②
パ
ソ
コ
ン

操
作
が
で
き
る
人
（
経
理
事
務
経

験
者
優
遇
）

募
集
人
数　

①
若
干
名
、
②
１
人

試
験　

２
月
11
日
㈷
に
一
般
教
養

筆
記
試
験
と
作
文
試
験
を
寺
ケ
池

公
園
管
理
事
務
所
で
実
施
▽
合
格

者
に
は
後
日
面
接
試
験
を
実
施

申
し
込
み　

写
真
添
付
の
履
歴
書

１
通
を
持
っ
て
２
月
1
日
〜
８
日

に
同
事
務
所
へ
（
土
・
日
を
除
く

▽
時
間
は
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

30
分
▽
郵
送
不
可
）

問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）
公
園
緑

化
協
会
（
☎
56
・
１
１
５
５
）

■すこやか体操教室
～転倒予防・フットケアの
話と体操～
対象　65歳以上の市民　
とき・ところ　①２月 24日㈬＝
キックス、② 29日㈪＝三日市市
民ホール（フォレスト三日市内）
▷時間はいずれも午前９時 45分
～ 11時 45分 
定員　各 30 人（先着順▷①②
いずれかのみ）　
申し込み　２月５日から電話で
いきいき高齢課へ
■はじめませんか！元気アッププ
ラス教室～あなたのまちで楽しく
筋力アップ～
　地域のみなさんが運営する介護

予防のための体操教室をサポート
するため、専門の運動指導員を４
回派遣します。
対象　おおむね60歳以上の地域
住民 10 人以上で構成され、週
１回または月２回体操教室を開
催できるグループ
内容　「元気アップエクササイ
ズ」などの DVD を使った体操
の指導や体力測定など▷講師派
遣は 5月中旬以降を予定
※指導員派遣終了後も継続して
実施することが必要▷条件など
詳しくは問い合わせを。
問い合わせ　いきいき高齢課

高齢者

高齢者

いつまでも元気に過ごすために
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河
内
長
野
の
好
き
な
と
こ
ろ

変
わ
っ
て
ほ
し
い
と
こ
ろ

横
水　

河
内
長
野
は
空
気
も
道
も
き

れ
い
で
住
み
や
す
い
で
す
。
難
波

や
天
王
寺
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
は

確
保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
電
車
や

バ
ス
の
本
数
が
少
な
い
の
で
乗
り

遅
れ
る
と
大
変
で
す
。ま
た
、ボ
ー

ル
遊
び
が
で
き
る
広
い
公
園
な
ど

が
あ
れ
ば
い
い
で
す
ね
。
子
ど
も

の
頃
か
ら
様
々
な
ス
ポ
ー
ツ
が
で

き
る
環
境
を
作
り
、
子
ど
も
た
ち

に
夢
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
、

私
た
ち
の
ま
ち
か
ら
一
流
の
ア

ス
リ
ー
ト
を
出
せ
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。

丸
岡　

地
域
の
人
が
温
か
く
、
会

え
ば
声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、

色
々
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た

り
す
る
の
で
、
子
育
て
に
適
し

た
ま
ち
で
す
。
自
然
も
豊
か
で

空
気
が
と
て
も
澄
ん
で
い
ま
す

が
、
街
灯
が
も
っ
と
整
備
さ
れ

れ
ば
さ
ら
に
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
を
あ
げ
て
英
語

教
育
に
取
り
組
め
ば
、
世
界
で

活
躍
す
る
人
材
を
育
て
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

西
口　

近
所
づ
き
あ
い
で
信
頼
し

合
え
る
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。

緑
が
多
く
、
落
ち
着
い
た
環
境

の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
心
身

と
も
に
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
公
園
は
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
同
じ
よ
う
な
も
の
で

は
な
く
、
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
や
木

登
り
な
ど
が
で
き
る
公
園
や

ゆ
っ
く
り
で
き
る
広
場
な
ど
が

あ
れ
ば
、
私
た
ち
の
世
代
で
も

利
用
し
や
す
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
細
い
道
路
の
整
備
も
必

要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

藤
本　

大
阪
市
内
か
ら
帰
っ
て
く

る
と
空
気
が
お
い
し
い
と
感
じ

ま
す
。
住
ん
で
い
る
地
域
の
桜

は
と
て
も
き
れ
い
で
、
み
な
さ

ん
に
紹
介
し
た
い
で
す
。
星
の

眺
め
も
美
し
く
素
敵
な
ま
ち
で

す
が
、
バ
ス
な
ど
の
交
通
面
で

本
数
や
ル
ー
ト
を
増
や
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
お
花
見
に
も
来

て
も
ら
い
や
す
く
、
高
齢
の
方

も
慌
て
て
買
い
物
を
し
な
く
て

済
む
よ
う
に
な
る
な
ど
、
よ
り

住
み
や
す
い
ま
ち
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

善
野　

田
舎
す
ぎ
て
も
都
会
す
ぎ
て

も
住
み
に
く
い
の
で
す
が
、
河
内

長
野
市
は
ち
ょ
う
ど
い
い
ま
ち
だ

と
感
じ
て
い
ま
す
。
市
内
で
買
い

物
も
で
き
、
観
心
寺
や
延
命
寺
と

い
っ
た
文
化
財
も
多
い
こ
の
ま
ち

が
大
好
き
で
す
。
住
ん
で
い
る
地

域
で
は
、
車
を
運
転
さ
れ
な
い
お

年
寄
り
が
多
く
、
買
い
物
に
行
く

の
も
不
便
な
の
で
、
他
市
の
よ
う

に
１
０
０
円
で
利
用
で
き
る
小
型

バ
ス
を
住
宅
地
の
中
に
走
ら
せ
る

な
ど
、
細
か
い
交
通
網
の
整
備
も

必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

中
村　

小
学
生
の
頃
、
電
車
で
通

学
し
て
い
て
不
安
な
と
き
に
、
同

じ
駅
か
ら
乗
る
人
た
ち
が
い
つ
も

声
を
か
け
て
く
れ
た
り
、
満
員
電

車
で
降
り
る
の
に
困
っ
て
い
る
と

通
れ
る
よ
う
に
助
け
て
く
れ
た
り

し
ま
し
た
。
河
内
長
野
市
は
本
当

に
温
か
い
ま
ち
で
す
。
今
、
終
電

で
帰
っ
て
く
る
と
、
駅
は
明
る
い

の
で
す
が
、
一
歩
外
に
出
る
と
辺

り
は
暗
い
で
す
。
駅
前
の
ロ
ー
タ

リ
ー
も
せ
め
て
終
電
の
時
間
ま
で

は
照
明
を
つ
け
て
い
て
ほ
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

小
谷　

多
く
の
自
然
に
恵
ま
れ
、
人

が
穏
や
か
で
、
と
て
も
住
み
や
す

い
ま
ち
で
す
。
通
っ
て
い
た
美
加

の
台
中
学
校
か
ら
見
え
る
景
色

が
好
き
で
、
天
気
が
良
い
日
は

大
阪
市
内
や
六
甲
山
ま
で
見
渡

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
後
、

若
い
世
代
の
人
が
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
に
し
て
い
く
た
め
に

は
、
交
通
の
利
便
性
や
医
療
機

関
な
ど
を
整
備
し
、
よ
り
子
育

て
し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

九
之
池　

治
安
や
環
境
が
良
く
、

公
園
で
は
子
ど
も
が
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
る
子
育
て
に
適
し
た
ま

ち
で
す
。
都
会
と
田
舎
の
中
間

に
あ
り
、
す
ぐ
に
そ
の
ど
ち
ら

に
も
行
く
こ
と
が
で
き
る
の
が

こ
の
ま
ち
の
魅
力
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
世
界
遺
産「
高
野
山
」

を
訪
れ
る
多
く
の
外
国
人
観
光

客
に
、
河
内
長
野
市
の
魅
力
を

も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
外
国
人
に
も
口
コ

ミ
で
広
ま
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

新
成
人
に
向
け
て

市
長　

新
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
み
な
さ
ん
は
色
々
な

夢
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
が
、
10
年
後
に
ど
う
あ
り

た
い
か
、
社
会
人
と
し
て
自
覚

を
持
ち
、
短
期
・
中
期
・
長
期

の
計
画
を
立
て
、
次
の
10
年
を

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。本
日
は
、

み
な
さ
ん
の
言
葉
で
お
話
し
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
ご
意
見
は
今
後
の
市
政

の
中
で
生
か
し
、
長
く
住
ん
で

も
ら
え
る
ま
ち
を
目
指
し
て
、

こ
れ
か
ら
も
み
な
さ
ん
と
と
も

に
考
え
な
が
ら
施
策
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
河
内
長
野
市
を
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。

教
育
長　

新
成
人
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
若
い
人
た
ち
の

意
見
や
価
値
観
を
知
る
こ
と
は

大
変
参
考
に
な
り
ま
す
。
市
で

は
、
大
学
生
や
高
校
生
な
ど
の

若
者
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ 

パ
ル
」

を
組
織
し
て
い
て
、
い
ず
れ
は

こ
の
組
織
を
母
体
に
、
若
者
が

知
恵
を
出
し
合
い
、
ま
ち
づ
く

り
に
参
画
し
、成
人
式
も
含
め
、

ま
ち
の
文
化
を
高
め
る
様
々
な

活
動
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
新
成

人
の
責
任
で
す
。み
な
さ
ん
も
、

ぜ
ひ
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

この春から美容師として就職
が決まっています。将来は、
トータルビューティサロンの
お店を開きお客様を綺麗にし
たいと思っています。

藤ふ
じ
も
と本

真ま

み美
（
美
加
の
台
）

高校時代の短期留学がきっ
かけで、日本や海外のことを
もっと知りたいと思い大学で
学んでいます。世界中に友達
を作りたいです。

九く

の之
池い

け 

響ひ
び
き

（
木
戸
）

夢は高校の教師になり、野球
を教えること。高校時代の恩
師のように、生徒の生き方に
良い影響を与えられるような
人間になりたいです。

善ぜ
ん

野の

宥ゆ
う
さ
く作

（
大
師
町
）

将来の夢は高校の数学教師と
硬式テニス部顧問になること。
教壇に立つ時のために、琵琶
湖まで70㌔踏破するなど話
のネタを集めています。

西に
し
ぐ
ち
あ
き
ひ
さ

口
明
寿
（
加
賀
田
）

モットーはどんな時も笑顔で
いること。鍼灸師を目指して
勉強中。小児科や助産など
で鍼灸の資格を生かしていき
たいと考えています。

中な
か
む
ら村

優ゆ
う

香か

（
錦
町
）

プロ野球選手を目指し大学で
野球に打ち込んでいます。ポ
ジションは外野手。高校時代
には甲子園に出場しました。
モットーは有言実行。

横よ
こ
み
ず水

風か
ず

寅と

（
旭
ケ
丘
）

歌うのが好きで、幅広いジャ
ンルの歌を歌ってストレス発
散しています。中学校の教師
になって子どもたちを育んで
いきたいです。

小こ

谷た

に

祐ゆ
う
い
ち
ろ
う

一
郎（
美
加
の
台
）

薬剤師の資格をとるため大学
で勉強中。スポーツをするの
も見るのも好きで、中学・高
校ではテニス、大学ではフッ
トサルをしています。

丸ま
る
お
か岡

美み

ほ穂
（
小
山
田
町
）

20歳の夢第37回新春対談会

新成人と市長が語る

１月11日、新成人のみなさんから
成人になった感想や市のまちづくりについての
ご意見などをお聴きする新春対談会を、
ラブリーホールで開催しました。
今回は、新成人８人が芝田市長・和田教育長と
意見交換をしました。概要は次のとおりです（敬称略）。
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花
も
美
し
い
月
も
美
し
い

そ
れ
に

が
美
し
い

 第10回「鬼」は怖いの、優しいの？
～「鬼」の友情に学ぶ～

　

鬼
は
外
、
福
は
内
、
ぱ
ら
ぱ

ら
ぱ
ら
ぱ
ら
豆
の
音
、
鬼
は
こ
っ

そ
り
逃
げ
て
い
く　

　

２
月
3
日
は
節
分
で
す
。
古
来

よ
り
、
日
本
各
地
に
は
立
春
を
迎

え
る
厄
払
い
の
行
事
と
し
て
「
豆

ま
き
」
を
す
る
風
習
が
あ
り
、
豆

ま
き
行
事
に
登
場
す
る
の
が
、
角

を
生
や
し
虎
の
パ
ン
ツ
を
は
い
た

怖
い
「
鬼
」
で
す
。

　
『
桃
太
郎
』『
一
寸
法
師
』『
な
ま

は
げ
』
な
ど
鬼
が
登
場
す
る
民
話

に
は
、
力
で
は
太
刀
打
ち
で
き
な

い
人
間
が
知
恵
と
協
力
に
よ
っ
て

鬼
を
倒
す
と
い
う
も
の
が
多
く
、

私
た
ち
に
緊
張
感
と
安
心
感
を
与

え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も

た
ち
は
「
鬼
や
な
ま
は
げ
に
食
べ

ら
れ
な
い
よ
う
に
し
よ
う
。
良
い

子
に
な
ろ
う
」
と
努
力
し
ま
す
。

鬼
は
、
ま
さ
に
人
間
が
自
分
た
ち

に
都
合
の
良
い
よ
う
に
創
り
上
げ

た
妖
怪
な
の
で
す
。

　

そ
ん
な
中
で
、
昭
和
10
年
に
出

版
さ
れ
た
浜
田
廣
介
さ
ん
の
『
泣

い
た
赤
鬼
』
は
、
少
し
異
質
な
鬼

の
お
話
で
す
。
登
場
す
る
赤
鬼
は

人
間
と
友
達
に
な
り
た
い
と
願
い
、

青
鬼
は
自
分
を
犠
牲
に
し
て
で
も

赤
鬼
を
助
け
て
や
り
た
い
と
「
自

分
（
青
鬼
）
が
人
間
の
村
へ
出
か

け
て
大
暴
れ
を
す
る
。
そ
こ
へ
赤

鬼
が
出
て
き
て
、
青
鬼
を
こ
ら
し

め
る
。
そ
う
す
れ
ば
、
人
間
た
ち

に
も
赤
鬼
が
や
さ
し
い
鬼
だ
と
い

う
こ
と
が
わ
か
る
だ
ろ
う
」
と
い

う
作
戦
を
実
行
す
る
心
優
し
い
鬼

の
友
情
物
語
な
の
で
す
。
青
鬼
の

お
か
げ
で
、
赤
鬼
は
人
間
と
仲
良

く
な
れ
ま
し
た
が
、
悪
者
に
な
っ

た
青
鬼
は
「
さ
よ
う
な
ら
赤
鬼
君
。

僕
を
探
さ
な
い
で
。
僕
は
、
い
つ

ま
で
も
君
の
友
達
で
す
」
と
置
手

紙
を
残
し
て
姿
を
隠
し
ま
し
た
。

赤
鬼
は
そ
の
手
紙
を
何
度
も
読
み

返
し
て
泣
き
崩
れ
る
の
で
し
た
。

　
「
鬼
は
恐
ろ
し
い
も
の
」
と
い
う

人
間
の
勝
手
な
思
い
込
み
が
、
赤

鬼
と
青
鬼
を
二
度
と
会
え
な
く
し

て
し
ま
っ
た
悲
し
い
結
末
の
お
話

な
の
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
自
分
の
思
い
込
み

や
世
間
の
風
評
、
外
見
で
物
事
を

判
断
し
た
り
区
別
し
た
り
し
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
そ
の
方
が
楽
な

場
合
が
多
い
の
で
し
ょ
う
。
し
か

し
、
そ
れ
で
は
あ
ま
り
に
も
無
責

任
で
す
。
自
分
で
確
か
め
、
考
え
、

正
し
く
判
断
で
き
る
人
、
自
分
を

見
つ
め
直
せ
る
人
で
あ
り
た
い
も

の
で
す
。
そ
れ
が
、
お
互
い
を
大

切
に
し
合
え
る
社
会
に
つ
な
が
る

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

鬼
は
外　

　

福
は
内　

　

今
年
も
、
自
分
の
心
の
鬼
と
向

き
合
う
人
た
ち
の
声
が
、
聞
こ
え

て
く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

天
野
酒
梅
酒
の
実
が
練
り
込

ま
れ
た
「
お
と
な
の
生
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
」
発
売

　

河
内
長
野
の
酒
蔵
で
造
ら
れ
て

い
る
「
天
野
酒
濃
厚
梅
酒
」
の
梅

の
実
ペ
ー
ス
ト
が
練
り
込
ま
れ

た
生
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
（
税
抜
き

６
８
０
円
）
が
数
量
限
定
で
発
売

さ
れ
ま
す
。
日
本
酒
が
苦
手
な
人

に
も
梅
酒
の
甘
く
さ
わ
や
か
な
味

わ
い
が
好
評
で
す
。

　

同
封
さ
れ
て
い
る
菓
子
よ
う
じ

は
、
河
内

長
野
の

地
場
産

品
「
国
産

つ
ま
よ
う

じ
」
を
採

用
。
パ
ッ

通信

①
環
境
基
本
計
画
重
点
プ

ラ
ン
（
中
間
見
直
し
）

　

良
好
な
環
境
の
保
全
や

創
出
に
関
す
る
施
策
を
講

じ
る
た
め
に
策
定
し
た
環

境
基
本
計
画
の
中
で
、
特

に
優
先
的
に
取
り
組
む
べ

き
「
重
点
プ
ラ
ン
」
の
進

捗
状
況
を
点
検
・
評
価
し
、

計
画
の
中
間
見
直
し
を
進

め
て
い
ま
す
。

②
一
般
廃
棄
物
（
ご
み
）

処
理
基
本
計
画
（
中
間
見

直
し
）

　

ご
み
の
減
量
化
や
資
源

化
な
ど
を
計
画
的
か
つ
適

正
に
行
う
た
め
、「
一
般
廃

棄
物
（
ご
み
）
処
理
基
本

計
画
」
の
中
間
見
直
し
を

進
め
て
い
ま
す
。

③
人
権
施
策
推
進
プ
ラ
ン

　

人
権
施
策
を
推
進
す
る

た
め
、
市
人
権
施
策
基
本

方
針
に
基
づ
き
策
定
し
た

「
人
権
施
策
推
進
プ
ラ
ン
」

が
期
間
満
了
と
な
る
た
め
、

改
訂
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

④
第
３
次
地
域
福
祉
計
画

　

す
べ
て
の
市
民
が
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
涯
に
わ

た
り
心
豊
か
に
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
こ
と
を
目
指
し

て
、「
第
３
次
地
域
福
祉
計

画
」
の
策
定
を
進
め
て
い

ま
す
。

①
〜
④
の
募
集
方
法　

所

定
の
意
見
提
出
用
紙
で
２

月
８
日
〜
３
月
８
日
に
①

は
環
境
政
策
課
へ
、
②
は

環
境
衛
生
課
へ
、
２
月
22

日
〜
３
月
22
日
に
③
は
人

権
推
進
課
へ
、
④
は
生
活

福
祉
課
へ
（
い
ず
れ
も
当

日
消
印
有
効
）

※
素
案
と
意
見
提
出
用
紙

は
市
役
所
や
キ
ッ
ク
ス
な

ど
主
な
公
共
施
設
に
備
え

て
い
ま
す
▽
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
閲
覧
し
、
意
見

を
入
力
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
▽
意
見
に
対
す
る
個

別
対
応
は
し
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

①
＝
環
境

政
策
課
、
②
＝
環
境
衛
生

課
、
③
＝
人
権
推
進
課
、

④
＝
生
活
福
祉
課

　

地
元
産
の
新
鮮
な
ね
ぎ
の
お
買

い
求
め
は
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷

内
の
「
あ
す
か
て
く
る
で
河
内
長

野
店
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
気
候
や
時
期
に
よ
っ
て
販
売
し

て
い
な
い
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

「
近
里
賛
品
か
わ
ち
な
が
の
」

認
定
品
が
追
加

　　

市
ブ
ラ
ン
ド
産
品
「
近ち

か

里ざ
と

賛さ
ん

品ぴ
ん

か
わ
ち
な
が
の
」
に
３
品
目
が
加
わ

り
ま
し
た
。
新
た
な
認
定
品
と
生

産
者
の
名
称
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
か
わ
ば
た
フ
ァ
ー
ム
の
ト
マ
ト

ジ
ュ
ー
ス
日
野
恵め

ぐ
み

（
奥
河
内
く
ろ

ま
ろ
の
郷
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
）

②
桃
の
フ
ル
ー
ツ
ソ
ー
ス
・
③
富

有
柿
の
柚
子
入
り
ジ
ャ
ム
（
喜
多

農
ま
す
だ
）

※
市
で
は
認
定
申
請
を
随
時
受
付

し
て
い
ま
す
▽
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
産
業
政
策
課

ケ
ー
ジ
に
は
、
天
野
酒
と
国
産
つ

ま
よ
う
じ
の
説
明
が
あ
り
、
河
内

長
野
の
産
業
の
Ｐ
Ｒ
も
担
い
ま
す
。

　

バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
は
、
大

切
な
人
に
わ
が
ま
ち
河
内
長
野
を

知
っ
て
も
ら
う
贈
り
物
と
し
て
ぜ

ひ
ど
う
ぞ
。
数
量
が
限
ら
れ
て
い

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
。

野
菜
の
マ
メ
知
識
❻

〜
ね
ぎ
〜

　

ね
ぎ
の
原
産
地
は
中
国
西
部
と

推
定
さ
れ
、
古
く
か
ら
野
菜
と
し

て
広
く
栽
培
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
わ

が
国
で
も
明
治
以
前
か
ら
重
要
な

野
菜
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
風
土
に
適
応
し
た
地
方
品
種
が

多
数
育
成
さ
れ
ま
し
た
。
関
東
地

方
で
は
土
寄
せ
を
行
っ
て
葉よ

う

鞘し
ょ
う

部

を
軟
白
に
し
て
収
穫
す
る
根
深
ね

ぎ
（
白
ね
ぎ
・
長
ね
ぎ
）
が
中
心
で
、

関
西
地
方
で
は
、
土
寄
せ
を
行
わ

ず
緑
葉
を
収
穫
す
る
葉
ね
ぎ
（
青

ね
ぎ
）
栽
培
が
中
心
で
す
。

　

河
内
長
野
市
内
で
は
、
古
く
か

ら
現
在
の
難
波
周
辺
で
栽
培
さ

れ
、
京
都
の
九
条
ね
ぎ
の
原
種
と

も
言
わ
れ
て
い
る
「
難
波
ね
ぎ
」

の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
る
農
家

も
あ
り
、
直
売
所
な
ど
に
も
出
荷

さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。

VOLUME 6

◉パブリックコメント◉

市が策定する計画案などに
あなたのご意見を

男女共同参画推進講座

■産婦人科医からみた女性の心と身体の
関係（ストレスチェック）
対象　女性
とき　３月５日㈯午後２時～４時
ところ　キックス
定員　50人（先着順）
※１歳～就学前の子どもの一時保育あり
（定員10人▷先着順）
申し込み　２月８日から電話で男女共同参
画センターへ
問い合わせ　男女共同参画センター（キ
ックス内、☎54-0003）

②

③

①

問い合わせ　奥河内ビジターセンター
（奥河内くろまろの郷内、☎56-9606）

20市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶21 広報かわちながの●平成28年（2016）２月号



22市役所の住所・電話番号などは２ページをご覧ください▶▶23 広報かわちながの●平成28年（2016）２月号

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募
集

相
談

月日 催し名（開始時間、期間、場所など） 掲載ページ

2/11㈷ 図書リサイクルフェア
（午前10時～、キックス） 28

21㈰ 河内長野シティマラソン大会
（午前10時30分～、中村池公園スタート） ７

28㈰ ボランティア・市民活動フェスティバル
（午前10時～、キックスほか） ６

3/4㈮ みんな集合 !! 生活情報展
（午前10時～、５日も、ノバティホール） 26

■イベントカレンダー（２月５日～３月４日）

お
知
ら
せ

滝
畑
ダ
ム
防
災
訓
練
に
伴
う

サ
イ
レ
ン
に
ご
理
解
を

　

滝
畑
ダ
ム
の
防
災
訓
練
で
、
滝

畑
・
旗
倉
・
日
野
・
汐
滝
橋
警
報

局
の
サ
イ
レ
ン
放
送
の
テ
ス
ト
を

行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き　

２
月
26
日
㈮
午
前
10
時
〜

11
時

問
府
南
河
内
農
と
緑
の
総
合
事
務

所
滝
畑
ダ
ム
分
室
（
☎
62
・
３
６

７
２
）

献
血
に
ご
協
力
を

対
象　

18
〜
64
歳
で
体
重
が
50
㌔

以
上
の
人
（
男
性
は
17
歳
か
ら
可

▽
60
〜
64
歳
で
経
験
の
あ
る
人
は

69
歳
ま
で
可
）

と
き
・
と
こ
ろ　

左
表
の
と
お
り

※
輸
血
時
の
安
全
性
を
高
め
る
た

め
４
０
０
㍉
㍑
献
血
の
み
実
施
。

問
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
65
・
０
１
３
３
）

や
身
近
な
人
た
ち
を
守
る
た
め
、

胸
骨
圧
迫
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
を
学
び

ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ　

①
２
月
14
日
㈰

午
後
１
時
〜
２
時
30
分
＝
消
防

署
、
②
３
月
６
日
㈰
午
後
１
時
〜

４
時
＝
天
見
公
民
館

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

①
２
月
５
日
〜
13
日

に
電
話
で
同
署
へ
、
②
２
月
５
日

〜
26
日
に
同
館
へ

問
①
＝
消
防
署
救
急
係
（
☎
53
・

５
６
８
１
）、
②
＝
天
見
公
民
館

（
☎
63
・
４
０
７
４
）

生
活
に
役
立
つ

図
書
館
講
座

■
「
本
当
に
お
得
!?
電
力
自
由
化

の
話
」

　

４
月
か
ら
始
ま
る
一
般
家
庭
へ

の
電
力
小
売
り
自
由
化
に
つ
い

て
、分
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す
。

と
き　

２
月
14
日
㈰
午
後
２
時
〜

３
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

２
月
５
日
か
ら
電
話

で
図
書
館
へ

問
図
書
館
（
☎
52
・
４
３
８
４
）

河
内
長
野
ら
し
い

景
観
を
考
え
る

　
「
５
つ
の
谷
」
の
里
山
景
観
を

中
心
に
、
市
の
景
観
の
特
徴
と
活

用
を
考
え
る
講
演
会
で
す
。

と
き　

３
月
６
日
㈰
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

２
月
５
日
か
ら
電
話

で
都
市
計
画
課
へ

問
都
市
計
画
課

く
ろ
ま
ろ
館

歴
史
体
験
教
室

■
伊
勢
型
紙
の
匠
・
実
演
見
学

と
き　

２
月
21
日
㈰
午
後
１
時
〜

４
時

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

■
型
彫
り
の
体
験
指
導
〜
干
支
ミ

ニ
カ
レ
ン
ダ
ー
・
色
紙
づ
く
り
〜

と
き　

２
月
21
日
㈰
午
後
１
時
〜

２
時
30
分

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

３
０
０
円　

申
し
込
み　

２
月
５
日
か
ら
電
話

で
同
館
へ

※
会
場
は
い
ず
れ
も
く
ろ
ま
ろ
館
。

問
く
ろ
ま
ろ
館（
☎
64
・１
５
６
０
）

◆
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金（
12
月
分
）

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

◎
人
数　

３
３
０
人

◎
金
額　

７
７
４
万
８
０
０
０
円

講
演
・
講
座

救
命
講
習
会

　

心
臓
突
然
死
か
ら
大
切
な
家
族

月日 時間 場所

２月３日㈬ 午前10時～正午と
午後１時～４時 千代田小学校

２月６日㈯ 午前10時～正午と
午後１時～４時30 分

UR南花台団地
第１集会所

２月９日㈫ 午前10時～午後１時と
午後２時～４時30分

大阪南医療
センター

２月16日㈫ 午前10時～正午と
午後１時～４時

美加の台
小学校②のみ

4

23

1

「産業の米」の品質
支える現場力

株式会社 NTN金剛製作所

5
Made in Kawachinagano

1自社で開発した生産システムを利用して生産性と品質の向上
を追求　2「NTN」のロゴマークが刻印されたラジアルボール
ベアリング　3製品などを説明する山中和彦社長　4ベアリン
グユニット（写真奥）などの主力製品

※鍛造：プレス機で大きな圧力をかけて内
輪、外輪の形をつくること。旋削：削って、
およその形と寸法にすること。研削：摩擦
を少なくするように表面を磨き上げること。

　

あ
ら
ゆ
る
機
械
の
回
転
部
を
支
え

る
ベ
ア
リ
ン
グ
（
軸
受
け
）
の
大
手

メ
ー
カ
ー
・
Ｎ
Ｔ
Ｎ
。
そ
の
生
産
拠

点
の
一
つ
、
金
剛
製
作
所
で
は
、
自

動
車
を
は
じ
め
、
産
業
・
農
業
機
械

向
け
の
製
品
な
ど
を
幅
広
く
手
掛
け

て
い
ま
す
。「
縁
の
下
の
力
持
ち
」。

山や
ま

中な
か

和か
ず

彦ひ
こ

社
長
が
こ
う
表
現
す
る
通

り
、
身
の
回
り
の
様
々
な
機
械
や
装

置
に
そ
の
技
術
が
確
か
に
組
み
込
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

ベ
ア
リ
ン
グ
の
精
度
は
ミ
ク
ロ
ン

（
１
０
０
０
分
の
１
㍉
）以
下
の
世
界
。

鍛
造
や
旋せ

ん

削さ
く

で
形
を
整
え
、
熱
処
理

を
施
し
た
後
、
表
面
と
軌
道
溝
を
研け

ん

削さ
く

し
、
内
輪
と
外
輪
の
間
に
転
動
体

（
鋼
球
）を
入
れ
組
み
立
て
る
―
―
。

同
社
の
原
点
、「
ラ
ジ
ア
ル
ボ
ー

ル
ベ
ア
リ
ン
グ
」（
下
図
参
照
）
の

製
造
工
程
で
は
、
最
先
端
の
技
術

を
駆
使
し
た
設
備
の
自
動
化
・
省

力
化
に
よ
り
、
生
産
性
と
品
質
の

向
上
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

様
々
な
形
状
と
材
質
の
軸
受
箱
を

組
み
合
わ
せ
た
「
ベ
ア
リ
ン
グ
ユ

ニ
ッ
ト
」
は
、
取
り
付
け
が
容
易

に
で
き
る
た
め
、
産
業
機
械
分
野

な
ど
で
活
躍
。
中
で
も
、
代
表
的

な
形
の
「
ピ
ロ
ー
ブ
ロ
ッ
ク
」
は

昭
和
30
年
代
か
ら
手
掛
け
る
製
品

で
、
同
52
年
に
製
造
を
開
始
し
た

自
動
車
用
の
「
ク
ラ
ッ
チ
レ
リ
ー

ズ
ベ
ア
リ
ン
グ
」
と
と
も
に
、
グ

ル
ー
プ
内
で
同
社
が
そ
の
生
産
を

一
手
に
引
き
受
け
て
い
ま
す
。

　
「
こ
う
し
た
生
産
を
支
え
て
い

る
の
は
『
現
場
力
の
強
さ
』。
従

業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
さ

と
、
自
由
に
意
見
を
言
い
合
え
る

風
土
は
わ
が
社
の
誇
り
で
す
」
と

山
中
社
長
は
胸
を
張
り
ま
す
。
現

場
で
は
、
材
質
の
変
化
に
対
応
し

特
殊
な
熱
処
理
を
標
準
化
さ
せ
る

な
ど
、
独
自
に
開
発
し
た
設
備
を

使
っ
て
、
こ
こ
に
し
か
な
い
ノ
ウ

ハ
ウ
を
日
々
蓄
積
し
て
い
ま
す
。

　

ベ
ア
リ
ン
グ
に
求
め
ら
れ
る
性

能
は
年
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま

す
。「
今
後
も
供
給
体
制
を
整
え
、

選
ば
れ
る
企
業
を
目
指
し
た
い
」

と
山
中
社
長
。
同
社
は
現
場
力
を

武
器
に
、
ベ
ア
リ
ン
グ
が
秘
め
る

力
を
引
き
出
し
な
が
ら
、
私
た
ち

の
暮
ら
し
を
支
え
続
け
ま
す
。

株式会社
 NTN金剛製作所
1925年創業。２年後、市内
に移転し、金剛ベアリング
㈱に改称。61年に東洋ベア
リング製造㈱と業務提携し、
89年に現在の社名に。地域
とともに歩む企業を目指し、
社会貢献、自然環境保護活
動にも参画。滝畑地区で間
伐や植樹に取り組む。
http://www.ntn-kongo.
co.jp

外輪
内輪転動体

軸に対して上から
加わる力（ラジア
ル荷重）を支えな
がら、スムーズに
回転することが
求められます。
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子
ど
も
た
ち
と

読
書
を
楽
し
む
た
め
に

①
乳
幼
児
と
こ
と
ば

　

ま
だ
字
の
読
め
な
い
子
ど
も
た

ち
が
、
本
や
わ
ら
べ
う
た
に
親
し
む

た
め
に
何
が
大
切
か
を
考
え
ま
す
。

対
象　

市
内
で
乳
幼
児
の
活
動
に

関
わ
っ
て
い
る
人

と
き　

２
月
19
日
㈮
・
23
日
㈫
、

３
月
１
日
㈫
午
前
10
時
〜
正
午
▽

３
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

50
人
（
抽
選
）

②
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

　
「
絵
本
の
絵
を
読
む
」
を
テ
ー

マ
に
、そ
の
芸
術
を
味
わ
い
ま
す
。

対
象　

市
内
で
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
し
て
い
る
人

と
き　

３
月
４
日
㈮
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

70
人
（
抽
選
）

①
②
の
申
し
込
み　

往
復
は
が
き

か
電
子
メ
ー
ル（tosho-kouza@

city.kaw
achinagano.lg.jp

）
に

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

催
し
名
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る

活
動
内
容
・
期
間
を
記
入
し
て
①

は
２
月
10
日
、
②
は
24
日
（
い
ず

れ
も
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
図

書
館
（
〒
586
ー
０
０
２
５
昭
栄
町

７
の
１
）
へ

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

木
工
教
室

①
チ
ャ
イ
ル
ド
チ
ェ
ア
ー
づ
く
り
・

②
親
子
で
体
験
!!
〜
木
根
館
に
あ

る
好
き
な
キ
ッ
ト
を
作
ろ
う
〜

と
き　

①
２
月
21
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
、
②
３
月
13
日
㈰
午

前
９
時
30
分
〜
正
午
ま
た
は
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
木き

ん

根こ
ん

館か
ん

定
員　

①
20
人
、②
各
15
組（
抽
選
）

参
加
費　

①
３
５
０
０
円
、
②

４
０
０
〜
２
５
０
０
円
（
23
の
メ

ニ
ュ
ー
か
ら
選
択
▽
同
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
▽
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
を
）

①
②
の
申
し
込
み　

往
復
は
が
き

に
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話
番
号
、

催
し
名
（
②
は
希
望
時
間
と
キ
ッ

ト
名
も
）
を
記
入
し
て
①
は
２
月

14
日
、
②
は
３
月
６
日
（
必
着
）

ま
で
に
同
セ
ン
タ
ー
（
〒
586
ー
０

０
３
６
高
向
１
８
１
８
の
１
）
へ

▽
１
枚
で
１
人（
組
）の
み
有
効

問
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

（
☎
64
・
８
１
５
１
）

か
ん
な
く
ず

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　

ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
か
ん
な
く
ず

を
使
っ
て
、
コ
サ
ー
ジ
ュ
を
作
り

ま
す
。

と
き　

２
月
６
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

に
ぎ
わ
い
プ
ラ
座
（
長

野
商
店
街
内
）

参
加
費　

５
０
０
円

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
に
ぎ
わ
い
プ
ラ
座

（
☎
26
・
７
８
５
８
）

み
ん
な
で
一
緒
に

テ
ラ
コ
ッ
タ
ド
ー
ル
づ
く
り

と
き　

２
月
27
日
㈯
午
前
11
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

府
立
花
の
文
化
園

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

材
料
費　

大
＝
２
０
０
０
円
、
小

＝
１
５
０
０
円

※
入
園
料
が
別
途
必
要
。

申
し
込
み　

２
月
５
日
か
ら
電
話

で
同
園
へ

問
花
の
文
化
園（
☎
63・８
７
３
９
）

楽
し
み
な
が
ら
食
を
学
ぶ

〜
が
く
食
〜

■
ハ
ー
ブ
＆
ス
パ
イ
ス
で
抵
抗
力

を
！
〜
花
粉
症
や
風
邪
対
策
に
も

な
る
講
義
と
調
理
実
習
〜

と
き　

３
月
18
日
㈮
午
前
10
時
〜

午
後
０
時
30
分

と
こ
ろ　

河
内
長
野
ガ
ス
㈱
（
昭

栄
町
）

定
員　

18
人
（
抽
選
）

参
加
費　

１
０
０
０
円

申
し
込
み　

は
が
き
に
住
所
、
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
性
別
、

電
話
番
号
、
催
し
名
を
記
入
し
て

２
月
18
日
（
必
着
）
ま
で
に
同
社

（
〒
586
ー
０
０
２
５
昭
栄
町
14
の

31
）へ
▽
窓
口（
水
曜
日
を
除
く
）・

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
申
し
込
み
も

可
▽
当
選
者
の
み
は
が
き
で
通
知

問
河
内
長
野
ガ
ス

（
☎
０
１
２
・
０
５
３
・
０
０
１
２
）

ホ
ン
キ
の
就
職
「
若
者
の

た
め
の
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

対
象　

就
職
活
動
中
で
そ
の
活
動

に
不
安
を
持
つ
人

と
き　

２
月
26
日
㈮
、
３
月
１
日

㈫
・
４
日
㈮
・
８
日
㈫
午
後
１
時

〜
５
時
▽
４
回
シ
リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

市
役
所

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

２
月
５
日
〜
25
日
に

電
話
で
南
河
内
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ

問
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
26
・
９
４
４
１
）

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募
集

相
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募
集

相
談

認
知
症
高
齢
者
を

ど
の
よ
う
に
援た

す

け
る
か

■
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

と
き　

２
月
28
日
㈰
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

高
向
保
育
園
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
（
旭
ケ
丘
）

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

申
し
込
み　

２
月
５
日
〜
10
日
に

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

Ａア

ス

エ

Ｓ
Ｕ
Ｈ
Ｅ
の
奥
谷
さ
ん
へ

問
奥
谷
さ
ん（
☎
℻
54
・５
５
９
８
）

問
長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
☎
56
・
２
０
３
２
）

生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会

対
象　

高
齢
者
な
ど
の
生
活
支
援

に
関
心
の
あ
る
人

と
き　

２
月
26
日
㈮
午
前
10
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

福
祉
セ
ン
タ
ー
錦
渓
苑

定
員　

30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

２
月
５
日
か
ら
電
話

で
社
会
福
祉
協
議
会
へ

問
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
65
・
０
１
３
３
）

Ｇ
ｏ
！
Ｇ
ｏ
！
囲
碁

楽
し
い
囲
碁

■
子
ど
も
の
囲
碁
入
門

対
象　

市
内
在
住
の
５
歳
児
〜
中

学
生
（
親
子
で
の
参
加
も
可
）

と
き　

２
月
20
日
㈯
午
後
１
時
〜

２
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

20
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

２
０
０
円
（
保
護
者
は

無
料
）

申
し
込
み　

２
月
５
日
か
ら
電
話

で
長
野
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事

務
局
へ
（
日
曜
・
祝
日
を
除
く
▽

受
付
は
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

※広告の問い合わせは、広告代理店  ㈱ホープ大阪営業所（☎ 050-5838-2344）へ。※広告の問い合わせは、広告代理店  ㈱ホープ大阪営業所（☎ 050-5838-2344）へ。

公民館の活動を
のぞいてみませんか

■公民館まつり
　公民館クラブの活動発表や地域の作品展示
を行います。時間など詳しくは問い合わせを。
❶高向公民館まつり
とき・内容　２月11日㈷～14日㈰▷11日は
コーラス、弦楽アンサンブル、12日はヨガ体験、
13日はコーラス、ウクレレ演奏、14日はカラ
オケ、昔遊び、マジックショーなどを実施
❷川上公民館まつり
とき・内容　３月４日㈮～６日㈰▷５日は邦
楽・日舞・合奏、６日は合唱・ダンス・太極
拳などの発表を実施
◉体験講座を開催
とき・内容　３月４日㈮▷①寄木で作る多目
的マウスパッド＝午後１時～４時、５日㈯▷
②折り薔

ば

薇
ら

＝午後０時 30分～２時 30分・③
親子で手づくりうどん（対象は市内在住・在
学の小学生とその保護者）＝午後１時～４時、
６日㈰▷④切り絵でつくるポップアップカー
ド＝午後０時 30分～２時・⑤講演会「歴史文
化基本構想」＝午後１時～３時
定員　① 20人、② 15人、③ 10組、④６人、
⑤ 40人（先着順）
参加費　① 200円、②④ 100円、③ 700円（⑤
は無料）
①～⑤の申し込み　２月５日から同館へ
問❶高向公民館（☎ 54-4548）、❷川上公民
館（☎ 65-1612）

■公民館一日体験
内容・とき　３Ｂ体操＝２月 17日㈬午後７時
30分～８時 45分
ところ　南花台公民館
定員　10人（先着順）
申し込み　２月５日から同館へ
問南花台公民館（☎ 63-1131）

◀
手
作
り
の
木
製
チ
ャ
イ
ル
ド
チ
ェ

ア
ー
を
作
ろ
う
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お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募
集

相
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募
集

相
談

みんな集合 !! 生活情報展
とき　３月４日㈮・５日㈯午前 10時～午後４時
ところ　ノバティホール
内容　①くらしのミニ講座（下表参照▷くろまろ塾認定
講座）、②生活情報やリフォーム・リサイクル作品の展示、
簡単工作コーナー、スタンプラリー（くろまろ塾・くろ
まろキッズ認定講座）、抽選会など
①の定員　各 30人（先着順）
申し込み　①は２月５日から電話で消費生活センターへ
（②は直接会場へ）
■展示作品を募集
　会場に展示するリフォーム・リサイクル作品を募集します。
作品受付　２月 24日～ 25 日に同センターで（郵送不
可▷時間は午前 10時～午後３時）
※未発表作品に限ります▷１人２点まで。
問消費生活センター（☎ 56-2360）

初春の天野山金剛寺へウオーキング
■天野街道の散策と里山歩き
とき　２月 17日㈬午前９時 30分～午後１時 30
分（雨天中止）
集合　千代田駅西口広場
コース　盛松寺～寺ケ池～天野街道～青賀原神社
～天野山金剛寺（約８㌔）
定員　25人（先着順）　
参加費　400円
申し込み　２月５日から電話で河内長野駅前観光
案内所へ（営業時間は午前９時～午後４時▷第２
水曜日定休）
問河内長野駅前観光案内所（かわちながの観光ボ
ランティア倶楽部、☎ 55-0100）

愉快・爽快・空海ウオーク
①高野山開創 1200 年記念「西高野街道を経て大
正ロマン溢れる天見温泉へ」
とき　２月 27日㈯▷受付は午前９時 30分～ 10
時に大阪狭山市役所（南海大阪狭山市駅下車）で
（荒天中止）
コース　狭山神社～西高野街道～烏帽子形八幡神社
～天見温泉南天苑～南海天見駅（ゴール▷約17㌔）
②狭山池築造 1400 年記念「西高野街道を経て桜
咲く夕暮れの狭山池へ」
とき　３月26日㈯▷受付は午後２時～２時30分に
水賀池公園（泉北高速鉄道深井駅下車）で（荒天中止）
コース　土塔町公園～西高野街道～興源寺～十一
里石～狭山池博物館～さやか公園（ゴール▷約
10㌔▷最寄り駅は南海大阪狭山市駅）
※当日直接受付場所へ▷ゴールでは各地特産品が
当たる抽選会もあります。
問南海テレホンセンター（☎ 06-6643-1005）

みなみかわち歴史ウオーク
■長尾街道から道明寺天満宮を歩く～古き道を尋ねて～
とき　２月 28日㈰▷受付は午前 9時 30分～ 10
時に松原市役所（近鉄河内松原駅下車徒歩約 15
分）で▷荒天中止
コース　阿保神社～西法寺～允恭天皇陵～道明寺天
満宮（ゴール▷約12㌔▷最寄り駅は近鉄道明寺駅）
※当日直接受付場所へ。
問華やいで大阪・南河内観光キャンペーン協議会
事務局（千早赤阪村まちづくり課内、☎72-0081）

市民が創るまち歩きツアー
■河内長野のルーツ・西代エリア「郷土の芸術 
西代神楽・ラブリーホールの舞台裏拝見」
とき　３月10日㈭午前９時45分～午後２時30分
コース　河内長野駅～西代神社～柚乃香（昼食）
～ラブリーホール～河内長野駅
定員　15人
参加費　2900 円（昼食付）
申し込み　電話で OSAKA 旅めがね（☎ 06-
6624-8500）へ
問観光政策課

ダイヤモンドトレール「自然・歴史めぐり」
　ダイヤモンドトレール活性化実行委員会では、
同ルート上などの自然・歴史資源をめぐる「自然・
歴史めぐり」を開催しています。指定されたポイ
ントをめぐり、すべてを踏破した人に、踏破認定
証と缶バッジを贈呈します。
申し込み　３月 31日までに府南河内農と緑の総
合事務所へ
問同事務局（府南河内農と緑の総合事務所内、☎
25-1131）

ウオーキングいろいろ

※広告の問い合わせは、広告代理店  ㈱ホープ大阪営業所（☎ 050-5838-2344）へ。

市
民
特
別
講
座

①
論
語
に
親
し
む
・
②
百
人
一
首

の
扉
を
開
く

内
容
・
と
き　

①
２
月
18
日
㈭
、

３
月
２
日
㈬
、
②
３
月
18
日
㈮
・

25
日
㈮
▽
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後

２
時
〜
３
時
30
分
▽
各
２
回
シ

リ
ー
ズ

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

各
50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

２
月
５
日
か
ら
電
話

で
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局
へ
▽
キ
ッ

ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
申
し
込

み
も
可

問
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
１
）

地
域
学
講
座

■
地
域
事
業
所
の
モ
ノ
づ
く
り
と

地
域
活
動
に
つ
い
て
学
ぶ

対
象　

く
ろ
ま
ろ
塾
学
生

※
入
塾
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
を
。

と
き
・
と
こ
ろ　

①
２
月
24
日
㈬

午
後
２
時
〜
３
時
30
分
＝
モ
リ
工

業
㈱
、
②
３
月
４
日
㈮
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
＝
大
阪
南
医
療
セ
ン

タ
ー

定
員　

①
40
人
、②
１
０
０
人（
先

着
順
）

申
し
込
み　

２
月
５
日
か
ら
電
話

で
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局
へ
▽
キ
ッ

ク
ス
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
申
し
込

み
可

問
く
ろ
ま
ろ
塾
事
務
局

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
１
）

シ
ニ
ア
の
た
め
の

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
入
門
講
座

と
き　

２
月
19
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

10
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

１
４
０
０
円

申
し
込
み　

２
月
８
日
か
ら
電
話

で
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
き
ん
き
う
ぇ
ぶ
へ

問
き
ん
き
う
ぇ
ぶ

（
☎
29
・
０
０
１
９
）

展
示
・
催
し

市
美
術
協
会

ス
ケ
ッ
チ
展

と
き　

２
月
29
日
㈪
〜
３
月
18
日

㈮
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
土
・

日
を
除
く
）

と
こ
ろ　

市
役
所

問
同
協
会
の
柴
垣
さ
ん

（
☎
64
・
８
９
２
７
）

く
ろ
ま
ろ
館

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
展
示

■
「
あ
り
が
と
う
、
綿
の
里
親
さ

ん
！
〜
綿
の
里
親
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

２
０
１
５
〜
」

　

里
親
か
ら
提
供
さ
れ
た
綿
や
、

そ
れ
を
使
っ
た
小
中
学
生
の
体
験

の
様
子
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

と
き　

２
月
13
日
㈯
〜
３
月
21
日

㉁
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
▽
祝
休

日
以
外
の
月
曜
日
と
祝
休
日
の
翌

日
は
休
館

と
こ
ろ　

く
ろ
ま
ろ
館

問
く
ろ
ま
ろ
館（
☎
64・１
５
６
０
）

魅
力
再
発
見
！
河
内
長
野
・

橋
本
・
五
條
を
巡
る
バ
ス
ツ
ア
ー

対
象　

市
内
在
住
者

と
き　

３
月
18
日
㈮
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
４
時
50
分

集
合　

南
海
橋
本
駅
前
広
場

コ
ー
ス　

Ｊ
Ｒ
五
条
駅
〜
賀あ

の

う

名
生

梅
林
〜
賀
名
生
の
里
歴
史
民
俗
資

料
館
〜
橋
本
市
地
場
産
業
振
興
セ 日時・テーマ

❶ ４日㈮午前10時 30分～11時 10分
防犯について学ぶ～見て聞いて 身近な犯罪から 財産を守ろう

❷ ４日㈮午後１時～１時40分
くらしを支える計量法～計量制度の歴史、計量単位ほか

❸ ４日㈮午後２時～２時40分
先ず、捨てることから始めよう！～収納の工夫術

❹ ５日㈯午前10時 30分～11時 10分
未来を拓

ひら

く５つの扉～全国中学生人権作文コンテスト入賞作品鑑賞

❺ ５日㈯午後０時45分～１時45分
悪質商法にまけんぞう！～すごろくを楽しみながら学ぶ悪質商法対処法

ン
タ
ー
裁
ち
寄
り
処
〜
天
然
温
泉

ゆ
の
里
〜
府
立
花
の
文
化
園
〜
奥

河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
〜
河
内
長
野

駅
〜
橋
本
駅

定
員　

40
人
（
抽
選
）

参
加
費　

３
０
０
０
円

申
し
込
み　

政
策
企
画
課
で
配
布

す
る
申
込
用
紙
で
２
月
22
日
ま
で

に
同
課
へ

※
申
込
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
政
策
企
画
課

ろ

K Kiz
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く
ま
ち
ゃ
ん
の

お
は
な
し
会

　

絵
本
や
手
遊
び
な
ど
で
楽
し
み

ま
す
。

対
象　

２
歳
６
か
月
〜
４
歳
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

と
き　

２
月
18
日
㈭
、
３
月
17
日

㈭
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ　

三
日
市
公
民
館

定
員　

各
10
組
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

２
月
５
日
か
ら
同
館

へ問
三
日
市
公
民
館

（
☎
62
・
６
１
５
５
）

シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　

バ
イ
オ
リ
ン
や
ビ
オ
ラ
な
ど
の

生
演
奏
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

２
月
25
日
㈭
午
後
０
時
５

分
〜
０
時
40
分

と
こ
ろ　

市
役
所

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

梅
ま
つ
り

と
き
・
内
容　

２
月
２
日
㈫
〜
14

日
㈰
＝
春
を
告
げ
る
盆
梅
展
、
２

月
13
日
㈯
〜
３
月
13
日
㈰
＝
コ
タ

ツ
に
入
っ
て
ヌ
ク
ヌ
ク
梅
見
物
！

（
雨
天
中
止
）

と
こ
ろ　

府
立
花
の
文
化
園

※
入
園
料
が
必
要
▽
見
頃
に
合
わ

せ
て
２
月
27
日
㈯
・
28
日
㈰
は
無

料
開
放
し
ま
す
。

問
花
の
文
化
園（
☎
63・８
７
３
９
）

吟
詠
発
表
会

と
き　

２
月
28
日
㈰
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

と
こ
ろ　

三
日
市
市
民
ホ
ー
ル

（
フ
ォ
レ
ス
ト
三
日
市
内
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
岳
玲
会
の
松
井
さ
ん

（
☎
62
・
６
８
９
１
）

公
民
館
の

お
は
な
し
会

　

児
童
を
対
象
と
し
た
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
や
手
遊
び
な
ど
を
し
ま

す
。

と
き
・
と
こ
ろ　

２
月
13
日
㈯
午

後
２
時
〜
＝
南
花
台
公
民
館
、
２

月
20
日
㈯
・
３
月
19
日
㈯
午
後
３

時
〜
＝
千
代
田
公
民
館
▽
い
ず
れ

も
30
分
程
度

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

※
当
日
直
接
会
場
へ
。

問
南
花
台
公
民
館
（
☎
63
・
１
１

３
１
）、
千
代
田
公
民
館
（
☎
55
・

１
１
２
５
）

日
本
語
サ
ロ
ン
オ
ー
プ
ン
デ
イ

■
日
本
語
で
国
際
交
流
し
ま
せ
ん
か

　

日
本
語
サ
ロ
ン
の
学
習
者
が
ス

ピ
ー
チ
し
ま
す
。
学
習
者
と
の
交

流
会
も
あ
り
ま
す
。

と
き　

３
月
13
日
㈰
午
後
２
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み　

２
月
６
日
か
ら
電
話

か
電
子
メ
ー
ル
（offi

ce@
kifa-

w
eb.jp

）
で
国
際
交
流
協
会
へ

問
国
際
交
流
協
会

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
２
）

お
し
ご
と
応
援
フ
ェ
ア

■
働
き
た
い
人
、
働
く
人
の
悩
み

を
サ
ポ
ー
ト
！

と
き　

２
月
26
日
㈮
午
後
１
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

エ
コ
ー
ル
・
ロ
ゼ
（
富

田
林
市
）

内
容　

①
求
人
検
索
・
職
業
紹
介
、

②
労
働
相
談
、
③
若
者
就
職
相
談

会
な
ど

※
当
日
直
接
会
場
へ
▽
③
は
予
約

優
先
。

問
雇
用
促
進
広
域
連
携
協
議
会

（
富
田
林
市
商
工
観
光
課
内
、
☎

25
・
１
０
０
０
）

図
書
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

　

み
な
さ
ん
か
ら
提
供
さ
れ
た
中

古
本
を
１
人
20
冊
ま
で
持
ち
帰
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
き　

２
月
11
日
㈷
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
本
が
な
く
な
り
次
第

終
了
）

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

※
持
ち
帰
り
用
の
袋
は
各
自
で
持

参
を
。

問
図
書
館
（
☎
52
・
６
９
３
３
）

ク
ッ
キ
ン
グ
キ
ャ
ン
プ

対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生

ス
ポ
ー
ツ

府
立
高
校
運
動
場

利
用
団
体
の
登
録
受
付

　

４
月
以
降
の
土
・
日
・
祝
休
日

に
府
立
高
校
運
動
場
の
利
用
を
希

望
す
る
団
体
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

責
任
者
が
明
確
な
市
内
の

ス
ポ
ー
ツ
団
体

※
野
球（
硬
式
・
軟
式
と
も
）や
投

て
き
競
技
に
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み　

２
月
19
日
ま
で
に
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ
（
電
話

不
可
）

※
名
簿
、
規
約
な
ど
の
提
出
が
必

要
▽
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

小
中
学
校
開
放

利
用
団
体
の
登
録
受
付

対
象　

校
区
内
に
在
住
す
る
人
で

構
成
さ
れ
、
責
任
者
が
明
確
な
ス

ポ
ー
ツ
団
体（
少
年
・
成
人
と
も
可
）

開
放
施
設　

市
立
小
中
学
校
の
運

動
場
と
小
学
校
の
体
育
館

種
目　

運
動
場
＝
サ
ッ
カ
ー
・
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
・
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
ボ
ー

ル
な
ど
、体
育
館
＝
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
（
小
学
生
用
）・
バ
ド
ミ

と
き　

３
月
12
日
㈯
正
午
〜
13
日

㈰
午
後
４
時
（
１
泊
２
日
）

と
こ
ろ　

滝
畑
ふ
る
さ
と
文
化
財

の
森
セ
ン
タ
ー

定
員　

35
人
（
抽
選
）

参
加
費　

３
０
０
０
円

申
し
込
み　

は
が
き
に
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）、
学
校
名
・
学

年
、
性
別
、
緊
急
連
絡
先
電
話
番

号
、
保
護
者
氏
名
、
催
し
名
を
記

入
し
て
２
月
12
日
（
必
着
）
ま
で

に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
（
〒
586
ー

０
０
２
５
昭
栄
町
７
の
１
、
キ
ッ

ク
ス
内
）
へ
（
１
枚
で
２
人
ま
で

有
効
▽
重
複
不
可
）
▽
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
み
可

ン
ト
ン
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
・
武
道（
柔

道
を
除
く
）・
健
康
体
操
な
ど

申
し
込
み　

代
表
者
の
印
鑑
を

持
っ
て
２
月
19
日
ま
で
に
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

※
名
簿
、
規
約
、
決
算
報
告
書
な

ど
の
提
出
が
必
要
▽
詳
し
く
は
問

い
合
わ
せ
を
。

問
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

　

市
民
総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
を
利
用
す
る
た
め
に
は
受

講
が
必
要
で
す
。

対
象　

16
歳
以
上
の
市
内
在
住
・

在
学
・
在
勤
者

と
き　

３
月
４
日
㈮
午
後
７
時

〜
、
27
日
㈰
午
前
10
時
〜

※
以
後
毎
月
実
施
▽
日
時
は
問
い

合
わ
せ
を
。

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

内
容　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
基
礎
知
識

の
講
習
や
機
器
の
使
用
説
明
な
ど

定
員　

各
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

５
０
０
円

申
し
込
み　

電
話
で
総
合
ス
ポ
ー

ツ
振
興
会
事
務
局
へ

問
同
事
務
局

（
同
館
内
、
☎
62
・
８
０
１
１
）

問
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会
事

務
局
（
青
少
年
セ
ン
タ
ー
内
、
☎

54
・
０
０
０
５
）

プ
ラ
っ
と
や
っ
て
み
よ
う

〜
そ
ば
打
ち
〜

対
象　

社
会
参
加
に
不
安
を
持
ち

引
き
こ
も
り
が
ち
な
青
年

と
き　

２
月
10
日
㈬
午
前
11
時
30

分
〜
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

キ
ッ
ク
ス

申
し
込
み　

電
話
で
南
河
内
プ

ラ
ッ
ツ
へ

問
南
河
内
プ
ラ
ッ
ツ

（
☎
０
９
０・９
２
５
８・８
１
７
７
）

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募
集

相
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募
集

相
談

K Kiz

■おはなし会のお知らせ
対象 と　き 定員（先着順）

２～３歳児
と保護者

２月10日㈬・24日㈬午後
３時～（15分程度） 各10組

４歳～就学
前の子ども

２月10日㈬・24日㈬午後
３時30分～（30分程度）

各25人
小学生

２月６日㈯・27日㈯午前
11時～、２月20日㈯午後
２時～（30分程度）

※当日直接図書館へ▷２月27日は保護者入場可。

K Kiz

図書館だより
☎52-6933 開館時間：午前９時30分～午後８時
インターネット予約もできますご利用ください

■利用者カードの更新手続きを忘れずに
図書館利用者カードの有効期間は発行日から３年です。
更新手続きには、住所・氏名が確認できるものなどが
必要です。詳しくは問い合わせを。

■休館日　２月２日・８日、３月１日
■新刊図書の紹介
◎児童書　アンリ・ルソー　ミシェル・マーケル
　　　　　ここから物語がはじまる　高

た か

田
だ

桂
け い

子
こ

◎小　説　当確師　真
ま

山
や ま

仁
じ ん

　　　　　薄情　絲
い と

山
や ま

秋
あ き

子
こ

◎一般書　手づくりビール読本　笠
か さ

倉
く ら

暁
あ け

夫
お

　　　　　古市古墳群をあるく　久
く

世
ぜ

仁
ひ と

士
し

■自動車文庫巡回表
巡回日 巡回時間 場　　所

２月２日㈫
２月16日㈫
３月１日㈫

13:35～14:15 南ケ丘自治会館横
14:30～15:10 大矢船幼稚園北
15:30～16:30 美加の台第２公園

２月３日㈬
２月17日㈬
３月２日㈬

13:30～14:10 柳風台第２公園
14:25～15:05 松ケ丘公民館横空地
15:25～16:25 桐ケ丘第２公園

２月４日㈭
２月18日㈭
３月３日㈭

13:35～14:25 南花台ＵＲ団地集会所裏
14:40～15:20 楠ケ丘児童公園
15:40～16:20 旭ケ丘バス方転地

２月５日㈮
２月19日㈮
３月４日㈮

13:15～14:15 福祉センター錦渓苑
14:30～15:10 楠台第２公園（東中正門前）
15:25～16:05 清見台２丁目児童公園

２月９日㈫
２月23日㈫
３月８日㈫

13:30～14:10 北貴望ケ丘バス方転地
14:30～15:10 荘園町第３公園
15:30～16:20 緑ケ丘中第１公園

２月10日㈬
２月24日㈬
３月９日㈬

13:45～14:15 天見出合橋空地
14:40～15:40 北青葉台中央公園
15:55～16:25 南青葉台公園

２月11日㈷
２月25日㈭
３月10日㈭

13:30～14:10 千代田南中央公園
14:25～15:05 市町千代田神社
15:20～16:20 木戸住宅４棟前

２月12日㈮
２月26日㈮
３月11日㈮

13:15～14:15 福祉センター錦渓苑
14:25～15:05 大師町集会所前
15:20～16:00 清見台第２公園

※広告の問い合わせは、広告代理店  ㈱ホープ大阪営業所（☎ 050-5838-2344）へ。
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冬
季
卓
球
大
会

対
象　

卓
球
連
盟
登
録
者
（
当
日

登
録
可
▽
登
録
料
２
０
０
円
）

※
中
学
生
以
下
は
顧
問
の
許
可
ま

た
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
（
連

盟
登
録
不
要
）。

と
き　

３
月
６
日
㈰
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

部
門　

男
女
団
体
戦
と
個
人
戦
、

ふ
れ
あ
い
の
部
（
初
心
者
・
身
体
障

が
い
者
・
満
65
歳
以
上
）
個
人
戦

参
加
費　

団
体
戦
＝
１
チ
ー
ム
１

８
０
０
円
（
中
学
生
以
下
９
０
０

円
）、
個
人
戦
＝
１
人
８
０
０
円

（
中
学
生
以
下
４
０
０
円
）
▽
当

日
徴
収

申
し
込
み　

２
月
５
日
〜
17
日
に

同
館
へ
（
電
話
不
可
）

問
同
連
盟
の
秋
山
さ
ん

（
☎
62
・
６
０
３
４
）

春
季
軟
式
野
球
大
会

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

者
で
構
成
す
る
軟
式
野
球
連
盟
登

録
チ
ー
ム

※
未
登
録
チ
ー
ム
も
参
加
可
（
別

途
年
会
費
５
０
０
０
円
が
必
要
）。

と
き　

３
月
６
日
〜
５
月
１
日
の

毎
週
日
曜
日
（
４
月
10
日
を
除
く

▽
予
備
日
５
月
８
日
・
15
日
・
22
日
）

相　

談

弁
護
士
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
（
予
約
制
）

と
き　

２
月
27
日
㈯
午
後
１
時
〜

４
時

と
こ
ろ　

市
役
所

定
員　

12
人
（
先
着
順
▽
１
人
30

分
）

申
し
込
み　

２
月
８
日
か
ら
電
話

で
自
治
振
興
課
へ

問
自
治
振
興
課

と
こ
ろ　

寺
ケ
池
公
園
野
球
場

参
加
費　

１
チ
ー
ム
１
万
３
０
０

０
円

申
し
込
み　

２
月
14
日
ま
で
に
市

民
総
合
体
育
館
へ
（
電
話
不
可
）

問
同
連
盟
の
島
田
さ
ん

（
☎
０
９
０・８
６
５
５・７
７
２
８
）

春
季
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

対
象　

小
学
４
年
生
以
上
の
市
内

在
住
・
在
学
・
在
勤
者
と
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
連
盟
登
録
者

と
き　

３
月
13
日
㈰
午
前
９
時
〜

と
こ
ろ　

市
民
総
合
体
育
館

種
目　

午
前
＝
実
技
講
習
会
、
午

後
＝
団
体
戦

参
加
費　

５
０
０
円
（
当
日
徴
収

▽
連
盟
登
録
者
は
無
料
）

申
し
込
み　

２
月
14
日
〜
28
日
に

同
館
へ
（
電
話
不
可
）

問
同
連
盟
の
井
脇
さ
ん

（
☎
55
・
０
２
５
８
）

春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

対
象　

市
内
在
住
・
在
学
・
在
勤

者
で
構
成
す
る
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
連

盟
登
録
チ
ー
ム
（
高
校
生
以
下
は

不
可
）

※
未
登
録
チ
ー
ム
も
参
加
可
（
登

録
料
と
年
会
費
各
５
０
０
０
円
が

無
料
法
務
・
法
律
相
談

（
予
約
制
）

　

遺
言
・
遺
産
相
続
、
成
年
後
見
、

労
働
問
題
な
ど
日
常
生
活
の
様
々

な
法
律
上
の
問
題
に
つ
い
て
、
専

門
家
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き　

２
月
21
日
㈰
、
３
月
20
日

㈷
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

と
こ
ろ　

ノ
バ
テ
ィ
ホ
ー
ル

内
容　

弁
護
士
、
行
政
書
士
、
社

会
保
険
労
務
士
な
ど
に
よ
る
相
談

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
研
志
会
（
西
村
・

塚
﨑
法
律
事
務
所
内
、
☎
06
・
６

必
要
）。

と
き　

３
月
20
日
〜
４
月
24
日
の

毎
週
日
曜
日（
予
備
日
５
月
１
日
・

８
日
）

と
こ
ろ　

下
里
総
合
運
動
場

参
加
費　

１
チ
ー
ム
８
０
０
０
円

（
抽
選
会
時
に
徴
収
）

申
し
込
み　

２
月
16
日
〜
３
月
１

日
に
市
民
総
合
体
育
館
へ
（
電
話

不
可
）

問
同
連
盟
の
蔭か

げ

原は
ら

さ
ん

（
☎
56
・
５
３
８
６
）

募　

集

ハ
ー
ト
フ
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
と

特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
登
録

職
務
内
容　

市
立
小
・
中
学
校
で

の
子
ど
も
た
ち
の
学
習
支
援
や
相

談
相
手

対
象　

教
員
免
許
を
持
つ
人
や
資

格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
人
、
ま

た
は
子
ど
も
た
ち
に
熱
心
に
か
か

わ
る
こ
と
が
で
き
る
人

勤
務
日　

平
成
28
年
４
月
か
ら
１

年
間
の
う
ち
、
毎
週
月
〜
金
曜

日
の
平
日
５
時
間
勤
務
で
年
間

１
８
０
〜
２
１
０
日

申
し
込
み　

履
歴
書
（
教
員
免
許

を
持
つ
人
は
免
許
の
写
し
も
）
を

３
１
５
・
７
６
０
０
）

就
労
支
援
相
談
会（
予
約
制
）

　
　

専
門
の
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

対
象　

就
労
に
悩
み
や
不
安
の
あ

る
市
内
在
住
者
と
そ
の
保
護
者

（
保
護
者
の
み
の
相
談
も
可
）

と
き　

２
月
12
日
㈮
、
３
月
11
日

㈮
午
後
１
時
〜
４
時
▽
１
人
50
分

と
こ
ろ　

市
役
所

申
し
込
み　
電
話
で
産
業
政
策
課
へ

問
産
業
政
策
課

持
っ
て
２
月
15
日
ま
で
に
学
校
教

育
課
へ

※
後
日
面
接
を
実
施
し
ま
す
。

問
学
校
教
育
課

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
者

　

市
の
要
約
筆
記
者
と
し
て
登
録

し
、
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
人
を

募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
や
府
の
パ
ソ
コ
ン
要
約

筆
記
養
成
講
座
を
修
了
し
た
人

申
し
込
み　

障
が
い
福
祉
課
に
あ

る
申
請
書
で
２
月
１
日
〜
12
日
に

同
課
へ

問
障
が
い
福
祉
課

外
国
人
留
学
生

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

　

地
方
体
験
の
た
め
本
市
を
訪
れ

る
外
国
人
留
学
生（
大
学
生
）の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

滞
在
期
間　
３
月
18
日
㈮
〜
21
日
㉁

申
し
込
み　

２
月
20
日
ま
で
に
電

話
か
電
子
メ
ー
ル
（offi

ce@
kifa-

w
eb.jp

）
で
国
際
交
流
協
会
へ
（
抽

選
）

※
受
入
留
学
生
数
は
５
人
▽
詳
し

く
は
問
い
合
わ
せ
を
。

問
国
際
交
流
協
会

（
キ
ッ
ク
ス
内
、☎
54
・
０
０
０
２
）

就
労
を
め
ざ
す
若
者
の
た
め
の

無
料
相
談
会
（
予
約
制
）

対
象　

対
人
関
係
が
苦
手
で
働
く

自
信
が
な
い
な
ど
の
悩
み
を
持
つ

39
歳
以
下
の
若
者
と
そ
の
保
護
者

（
保
護
者
の
み
の
相
談
も
可
）

と
き　

２
月
17
日
㈬
、
３
月
２
日

㈬
・
16
日
㈬
午
後
１
時
〜
５
時

と
こ
ろ　

市
役
所

申
し
込
み　

電
話
で
南
河
内
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ

問
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
26
・
９
４
４
１
）

◉編集後記
▶出初式は消防団員のポンプ車操法や救助隊のはしご乗り演技があるほか、35㍍の消防車
が放水するシーンは圧巻。いろいろな消防車両の見学もできて、来年はぜひ子どもを連れ
て行こうかなと…（伊藤）▶ものづくり探訪で紹介したベアリング。車１台に100個以上
使われるなど、身の回りでたくさん活躍していることを知りました。取材を機に、生活の中
でその存在を意識するようになりました（吉田）▶21日に開催予定のシティマラソン大会
（７ページ掲載）。スタートでは人の勢いが感じられ、レース中やゴールでは色々な表情に出
会える場所なので、今年も取材が楽しみです（藤本）

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募
集

相
談

お
知
ら
せ

講
演
・
講
座

展
示
・
催
し

ス
ポ
ー
ツ

募
集

相
談

◉市の人口・世帯数

12月31日現在 前月比

人口 109,545 －35

男 52,003 －24

女 57,542 －11

世帯数 47,304 +13

相談いろいろ
（２月１日～３月４日）
相談はすべて無料です。気軽にご利用を。

■人権相談　▶とき　毎週火曜日午前10時～午後１時
▶ところ　人権推進課　▶相談員　人権擁護委員　▶
できるだけ事前に電話連絡を
問人権推進課

■女性相談～家族関係・DVなど～（予約制）　▶とき
毎月第２水曜日午後１時～４時と第３土曜日午前９時
30分～ 11時 30分、第４水曜日午前10時～正午と
午後１時～３時　▶ところ　キックス　▶相談員　女
性カウンセラー
問男女共同参画センター（☎ 54-0003）または人権
推進課

■心配ごと相談～悩み・困りごとなど～　▶とき　
２月 10 日㈬・24 日㈬午前 10 時～正午　▶ところ
社会福祉協議会　▶相談員　民生委員・児童委員
問社会福祉協議会（☎ 65-0133）

■労働相談（予約制・パート含む）　▶ところ　相談員
の事務所など　▶相談員　社会保険労務士　▶申込者
の都合に合わせて日程調整ができます
問産業政策課

■育児相談（予約制）　▶とき　①水曜日を除く毎日
午前10時～午後５時30分②月～金曜日午前10時～
午後５時 30分 (２月11日を除く）　▶ところ　①子
ども・子育て総合センターあいっく②子育て支援セン
ターちよだだい　▶相談員　保育士など
問①あいっく（☎50-4664）②同センターちよだだい
（☎53-2456）

■行政相談　▶とき　２月２日㈫・16日㈫午前10時～
正午　▶ところ　自治振興課　▶相談員　行政相談委員
問自治振興課

■法律相談（予約制）　▶とき　毎週水曜日午後１時～
４時30分　▶ところ　自治振興課　▶相談員　弁護士
問自治振興課

※広告の問い合わせは、広告代理店  ㈱ホープ大阪営業所（☎ 050-5838-2344）へ。



白ばらかわちながの

このページは河内長野市明るい選挙推進協議会と河内長野市選挙管理委員会が編集しました

白ばらかわちながの２ １

事
を
す
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う

期
待
や
、「
自
分
に
務
ま
る
の
か
」

と
い
う
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
私
自
身
、
そ
も
そ
も
選
挙
が
２

度
目
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
か
な

り
緊
張
し
た
状
態
で
行
き
ま
し
た
。

　

実
際
、
立
会
人
は
投
票
に
来
て

い
る
方
が
不
正
を
行
っ
て
い
な
い

か
見
る
仕
事
だ
っ
た
た
め
、
作
業

的
に
は
難
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
社
会
全
体

と
し
て
考
え
た
際
、
非
常
に
困
難

な
課
題
を
発
見
し
ま
し
た
。
投
票

に
来
て
い
る
方
を
見
て
い
る
と
、

第
22
号

「白ばら」は明るい
選挙のシンボルです。

投
票
立
会
人
を
経
験
し
て
た
と
え
身
体
が
不
自
由
で
あ
っ
て

も
、
高
齢
者
が
多
く
訪
れ
る
の
に

対
し
て
、
若
者
が
ほ
と
ん
ど
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
近
年
、

若
者
の
選
挙
へ
の
関
心
低
下
が
問

題
と
な
っ
て
い
る
中
で
、
実
際
、

そ
の
問
題
を
目
の
当
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
同
じ
立
会
人

か
ら
は
、
若
者
が
少
な
い
理
由
と

し
て
、
期
日
前
投
票
の
存
在
を
知

ら
な
い
割
合
が
多
い
と
い
う
問
題

も
あ
る
の
だ
と
伺
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
経
験
に
よ

り
、
自
分
自
身
、
選
挙
へ
の
関
心

を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、
選
挙
の

現
状
に
つ
い
て
実
感
を
も
っ
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
と

同
時
に
、
私
は
将
来
、
教
育
に
携

わ
り
た
い
と
考
え
て
い
る
た
め
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
担
っ
て
い
く

人
た
ち
が
政
治
に
関
心
を
持
ち
、

実
際
に
参
加
し
て
い
く
よ
う
に
な

る
の
か
、
そ
の
た
め
に
学
校
は
ど

の
よ
う
な
機
能
を
担
っ
て
い
る
か
、

重
要
な
課
題
を
得
た
よ
う
に
も
思

い
ま
し
た
。

投
票
す
る
方
々
も
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
、投
票
後
「
お
疲
れ
様
で
す
」

と
頭
を
下
げ
る
と
、「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
お
礼
を
い
た

だ
く
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

　

自
分
は
投
票
立
会
人
を
2
日
経

験
し
ま
し
た
が
、
最
も
若
い
と
思

う
人
で
30
代
前
半
ほ
ど
の
男
性
で

あ
り
、
20
代
だ
と
思
う
有
権
者
は

見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
や
は
り

若
者
の
投
票
率
が
30
％
を
下
回
る

と
い
う
よ
う
に
、
選
挙
に
対
す
る

若
者
の
興
味
・
関
心
が
薄
く
な
っ

て
い
る
の
だ
と
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。こ
の
現
状
が
今
後
続
く
と
、

世
代
交
代
の
際
に
全
世
代
の
投
票

率
が
激
減
し
、
国
民
全
員
が
考
え

あ
っ
て
代
表
者
を
決
め
、
そ
の
代

表
者
に
今
後
の
未
来
を
託
す
と
い

う
民
主
主
義
の
原
則
が
、
形
と
し

て
は
残
っ
て
い
て
も
実
質
的
に
は

壊
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
し
た
。
そ
の
た
め
自
分
も

含
め
若
い
世
代
は
、
一
票
の
重
み

を
感
じ
取
り
、
国
を
、
ま
ち
を
つ

く
る
の
は
自
分
た
ち
一
人
ひ
と
り

だ
と
い
う
こ
と
を
自
覚
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
実
感
し
ま
し
た
。

ま
た
、
外
出
が
難
し
い
高
齢
の
方

が
車
い
す
や
松
葉
づ
え
で
投
票
所

へ
足
を
運
び
、
未
来
が
よ
り
良
く

な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
こ
と
を

知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
候
補
者
に
お
い
て
は
、

そ
の
よ
う
な
有
権
者
の
方
々
の
思

い
、
気
持
ち
、
願
い
を
踏
み
に
じ

ら
な
い
よ
う
、
有
権
者
が
本
当
に

望
む
政
治
、
国
、
ま
ち
を
作
り
、

よ
り
良
い
未
来
を
作
っ
て
欲
し
い

と
い
う
期
待
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
ま
で
自
分
の
中
で
は
少
な
か

ら
ず
、「
自
分
が
言
っ
て
も
何
も

変
わ
ら
な
い
」「
誰
に
投
票
し
て

も
一
緒
」
と
い
う
考
え
が
巡
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
全
員
が
選

挙
の
意
義
を
理
解
し
、
政
治
に
関

心
を
持
ち
、
何
よ
り
未
来
を
つ
く

る
の
は
自
分
自
身
だ
と
認
識
す
れ

ば
、
日
本
は
、
大
阪
は
、
河
内
長

野
は
変
わ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

こ
の
よ
う
な
立
会
人
の
機
会
は
そ

れ
を
後
押
し
す
る
力
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
若
い
方
々
も
経

験
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
。

い
う
仕
事
を
初
め
て
経
験
し
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
選
挙
に
行
っ
た

の
は
１
度
だ
け
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
投
票
所
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
ず
、
投
票
立
会
人
と
い
う

仕
事
も
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
仕

事
内
容
は
、
選
挙
人
が
投
票
用
紙

を
投
票
箱
に
入
れ
て
い
る
か
を
確

認
す
る
な
ど
、
選
挙
が
公
正
に
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
守
り
ま
す
。

　

立
会
人
を
し
て
い
て
感
じ
た
こ

と
は
、
若
者
の
投
票
者
が
少
な
い

と
い
う
こ
と
で
す
。
足
が
不
自
由

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
投
票
に
来
ら

れ
て
い
る
お
年
寄
り
が
た
く
さ
ん

い
ま
し
た
。
し
か
し
若
者
の
中
に

は
「
め
ん
ど
く
さ
い
」「
自
分
の

一
票
じ
ゃ
変
わ
ら
な
い
」
な
ど
と

選
挙
に
い
か
な
い
人
も
多
く
い
ま

す
。
せ
っ
か
く
政
治
に
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
に
投
票
に
行
か

な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
で
す
。

も
っ
と
政
治
に
興
味
を
も
っ
て
投

票
に
行
く
若
者
が
増
え
て
い
っ
て

ほ
し
い
で
す
。

　

今
回
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
よ
り
、
選
挙
へ
の

関
心
を
よ
り
高
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

。

　

昨
年
は
、
ま
ず
４
月
29
日
任
期

満
了
に
伴
う
大
阪
府
議
会
議
員
選

挙
が
４
月
10
日
に
執
行
さ
れ
ま
し

た
。
河
内
長
野
市
選
挙
区
で
は
、

４
月
１
日
の
立
候
補
届
出
日
に
、

定
数
１
人
に
対
し
、
現
職
１
人
、

新
人
１
人
の
計
２
人
が
立
候
補
し

ま
し
た
。

　

本
市
の
投
票
率
は
、
前
回
の
大

阪
府
議
会
議
員
選
挙
（
河
内
長
野

市
選
挙
区
）
の
投
票
率
41
・
58
％

を
１
・
84
ポ
イ
ン
ト
下
回
る
39
・

74
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
11
月
26
日
任
期
満
了
に

伴
う
大
阪
府
知
事
選
挙
が
11
月
22

日
に
執
行
さ
れ
、
11
月
５
日
の
立

候
補
届
出
日
に
は
現
職
１
人
、
新

人
２
人
の
計
３
人
が
立
候
補
し
ま

し
た
。

　

本
市
の
投
票
率
は
、
前
回
の

大
阪
府
知
事
選
挙
の
投
票
率
53
・

25
％
を
６
・
97
ポ
イ
ン
ト
下
回
る

46
・
28
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
執
行
さ
れ
た
２
回
の
選
挙

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
選

挙
運
動
の
解
禁
後
初
め
て
行
わ
れ

た
府
の
選
挙
で
し
た
が
、
い
ず
れ

も
投
票
率
が
前
回
よ
り
低
く
な

り
、
と
て
も
残
念
な
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

全
国
的
に
地
方
選
挙
の
投
票
率

が
年
々
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
な

か
、
本
市
の
投
票
率
が
今
後
少
し

で
も
向
上
す
る
よ
う
に
、
啓
発
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

北
野
委
員
に

総
務
大
臣
感
謝
状

　

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
委
員

の
北き

た

野の

作つ
く
る

さ
ん
に
、
国
民
参
政

１
２
５
周
年
・
普
通
選
挙
90
周
年
・

婦
人
参
政
70
周
年
に
お
け
る
選
挙

関
係
功
労
者
と
し
て
総
務
大
臣
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

北
野
さ
ん
は
平
成
17
年
６
月
か

ら
10
年
間
会
長
と
し
て
、
啓
発
活

動
に
尽
力
し
た
功
績
が
た
た
え
ら

れ
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
今
回
、
大
学
の
ゼ
ミ
担
当

教
員
か
ら
の
紹
介
で
、
期
日
前
投

票
の
立
会
人
を
初
め
て
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
期
日

前
投
票
を
し
た
こ
と
が
な
く
、
そ

こ
に
立
会
人
が
い
る
こ
と
を
知
ら

な
か
っ
た
た
め
、「
ど
の
よ
う
な
仕

福
ふく

嶋
しま

春
はる

佳
か

さん

　

私
は
今
回
、
投
票
立
会
人
と

當
とう

間
ま

玄
げん

樹
き

さん

平
成
27
年
執
行
の

選
挙
を
ふ
り
か
え
っ
て

いい町つくろう 明るい選挙で

選挙権年齢引き下げについて
今年の６月19日以後に公示される国政選挙（衆議院
議員総選挙または参議院議員通常選挙）から、選挙権
年齢が「満18歳以上」に引き下げられます。

参 議 院 議 員 通 常 選 挙

河 内 長 野 市 長 選 挙 お よ び
河 内 長 野 市 議 会 議 員 補 欠 選 挙

～今年行われる選挙～

　

投
票
立
会
人
と
は
ど
ん
な
仕
事

な
の
か
、
ど
う
い
う
役
割
な
の

か
。
投
票
立
会
人
の
募
集
を
受
け

た
時
、
初
め
そ
の
よ
う
な
こ
と
も

知
ら
な
い
ま
ま
、
地
元
河
内
長
野

市
で
行
っ
て
お
り
、
時
間
も
あ
る

の
で
や
っ
て
み
よ
う
と
軽
い
二
つ

返
事
で
や
る
と
答
え
ま
し
た
。
後

に
内
容
は
投
票
所
で
有
権
者
が
投

票
用
紙
に
記
入
し
、
投
票
箱
に
入

れ
る
の
を
不
正
が
な
い
よ
う
に
見

守
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
こ
と
を

知
り
、
た
だ
見
守
る
だ
け
な
の

に
、
な
ぜ
そ
れ
を
一
般
市
民
に
体

験
さ
せ
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
疑
問

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
当
日
、

立
会
い
を
行
っ
て
み
る
と
、
自
分

が
思
っ
て
い
る
以
上
に
有
権
者
は

高
齢
の
方
々
が
多
く
、
中
に
は
車

い
す
や
松
葉
づ
え
を
つ
き
な
が
ら

で
も
期
日
前
投
票
所
に
足
を
運
び

　

昨
年
11
月
の
大
阪
府
知
事
選
挙
の
際
、
20
代
の
人
た
ち
８
人
に
、

期
日
前
投
票
の
投
票
立
会
人
に
な
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
中

の
３
人
か
ら
選
挙
に
つ
い
て
の
感
想
文
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、
紹
介
し
ま
す
。

栗
くり

林
ばやし

雅
まさ

人
と

さん



白ばらかわちながの
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白ばらかわちながの ３４

選挙への関心
作：福

ふく

井
い

将
しょう

喜
き

僕
ら
今
年
で
18
歳

だ
か
ら
、
選
挙
に
も

行
け
る
ね

今
ま
で
聞
き
流
さ
れ
て

い
た
若
者
の
意
見
や

思
い
を

そ
れ
を
無
駄
に
す
る

わ
け
に
は
い
か
な
い

だ
ろ
？

何
を
言
っ
て
ん
だ
！

こ
れ
は
僕
た
ち
若
者
に

と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス

な
ん
だ
よ
!?

僕
は

興
味
が
な
い
ね

一
票
に
込
め
て

投
票
が
で
き
る
ん
だ

確
か
に
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児
童
・
生
徒
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
募

集
し
、
今
年
度
は
小
学
校
３
校
と

高
等
学
校
１
校
か
ら
、
合
計
60
点

の
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　

本
市
の
第
一
次
審
査
で
、
小
学

生
の
部
で
５
点
、
高
校
生
の
部
で

２
点
を
入
選
作
品
と
し
て
、
大
阪

府
の
第
二
次
審
査
に
進
め
た

と
こ
ろ
、
千
代
田
小
学
校
の

岸
上
双
葉
さ
ん
の
作
品
が
入

選
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
第
一
次
審
査
で
選

抜
さ
れ
た
入
選
作
品
７
点
を

大
阪
府
中
部
ブ
ロ
ッ
ク
明
る

い
選
挙
推
進
協
議
会
連
合
会

主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
送
っ

た
と
こ
ろ
、
長
野
高
校
の
長

足
彩
加
さ
ん
の
作
品
が
優
秀

賞
に
、
天
野
小
学
校
の
荒
川

す
ず
か
さ
ん
と
、
長
野
高
校

の
泉
安
里
紗
さ
ん
の
作
品
が

佳
作
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
小

中
高
生
に
選
挙
や
政
治
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会

で
す
。
次
回
も
た
く
さ
ん
の
応
募
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
今
回
応
募
の
あ
っ
た
作
品
60

点
は
、
２
月
２
日
㈫
〜
９
日
㈫
に
市
役

所
１
階
市
民
サ
ロ
ン
（
バ
ス
停
側
）
で

展
示
を
行
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
来

場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

明
る
い
選
挙
啓
発

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

田
た

中
なか

きづなさん（天野小６年）松
まつ

井
い

綺
き

羅
ら

里
り

さん（天野小６年）

佳作　荒
あら

川
かわ

すずかさん（天野小６年）
佳作
泉
いずみ

安
あ

里
り

紗
さ

さん（長野高２年）優秀賞　長
なが

足
あし

彩
あや

加
か

さん（長野高２年）

杉
すぎ

藤
とう

詞
こと

野
の

さん（天野小６年）

市審査入選作品

大阪府中部ブロック明るい選挙
推進協議会連合会審査入選作品

▲大阪府審査入選作品　岸
きし

上
がみ

双
ふた

葉
ば

さん（千代田小５年）

　昨年 10 月９日、神戸市で開催
された明るい選挙推進協会主催の
地域コミュニティフォーラム（近
畿ブロック）に参加しました。
　講演「参加民主主義～多様なま
ちづくりに向けて～」では、民主
主義の目的である「より良いコ
ミュニティや社会を作る（＝まち
づくり）」には、選挙で代表を選
ぶ「代表民主主義」と住民投票や
住民集会のように住民が直接参加
する「参加民主主義」の両方がう
まく機能する必要があり、住民と
代表者がしっかり話し合い、信頼
を築いていくことが大切であるこ
とが分かりました。
　今年の６月から選挙権年齢が
18 歳以上に引き下げられること
に関連して、講演「主権者教育推
進のための学校と明推協・選管と
の連携方法」では、高校生の政治
意識を向上させ、将来の有権者で

ある子どもたちの選挙意識を醸成
するためには学校と明推協・選管
が連携して主権者教育に取り組ま
なければならないこと、現実の政
治を理解させ、選挙に関心を持た
せるためには、「中立公正な立場
での指導」とグループ討論、ディ
ベート、グループワークなどを活
用した問題の発見・解決に向けた
能動的な学習が必要であると感じ
ました。
　ワークショップ「新聞を活用し
た『主権者教育』の実践例」では、
グループに分かれて、新聞を利用
して、政治的対立がある問題につ
いての政党間の対立点やその根拠
などをまとめ、討論しました。
　そして豊中市選挙管理委員会か
ら、豊中市における不在者投票指
定施設に対する外部立会人等の派
遣の実績と問題点についての活動
報告がありました。

地域コミュニティフォーラムに参加して
河内長野市明るい選挙推進協議会会長　池

いけ

西
にし

裕
ゆう

二
じ

　昨年６月26日に明るい選挙推進協議会総会が開催され、新規委員が次の名簿の
とおり選定委嘱されました。よろしくお願いします。　

今
年
の
夏
か
ら
、
選
挙
権

年
齢
が
「
満
18
歳
以
上
」
と

な
り
ま
す
。
若
い
人
た
ち
が

選
挙
に
関
心
を
持
ち
、
投
票

所
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け

る
こ
と
を
大
い
に「
キ
タ
イ
」

し
て
い
ま
す
。

　

初
め
の
一
歩
が
大
切
で

す
。
棄
権
を
せ
ず
に
、「
清
き

一
票
を
」。

◆
編
集
後
記
◆

え
!?



　
「
畑
の
肉
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
大
豆
。
良
質
の
た
ん

ぱ
く
質
を
含
む
栄
養
価
の
高
い
食
品
で
す
が
、
骨
の
成

分
と
な
る
カ
ル
シ
ウ
ム
や
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
維
持
に
役

立
つ
大
豆
イ
ソ
フ
ラ
ボ
ン
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
骨
粗

し
ょ
う
症
予
防
の
た
め
に
も
、
１
日
に
１
回
は
取
り
た

い
食
品
で
す
。
今
月
は
、
大
豆
を
使
っ
た
と
て
も
お
い

し
い
カ
レ
ー
の
メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
55
・
０
３
０
１
）

奥河内くろまろの郷レストラン
「TERRA」に

このメニューが登場！
期間：２月１日～29日

河内長野市食生活改善推進員（わらび会）のみなさんが料理
教室を開催します。
▶とき　３月４日㈮午前10時～午後１時　▶ところ　保健セ
ンター　▶定員　15人（先着順）　▶材料費　600円　▶申
し込み　２月５日から電話で同センターへ

豆のトマトカレー（２人分）
水煮大豆 75g、里芋２個、玉ねぎ
1/4 個、むきエビ 50g、カットトマ
ト（缶）1/2 缶（200ｇ）、カレールー
１～２個、サラダ油小さじ１、ご飯
300g、付け合わせ（かぼちゃ、ブロ
ッコリー）
作り方
＜下準備＞里芋は皮をむき７㎜程度
の厚さの輪切りにし、柔らかくゆで
る。むきエビは塩（分量外）をふり、
軽くもんで水洗いし、玉ねぎはみじ
ん切りにする。

①鍋にサラダ油を熱し、玉ねぎを
炒めしんなりしたら、むきエビも
加えて火が通るまで炒める。
②トマトの水煮、里芋、大豆、水大さ
じ２（固さに応じて調整する）を加
え、焦がさないよう炒めながら３分
ほど煮る。
③カレールーを砕いて加え、しばら
く煮る。
④お皿に盛り付け、仕上げにかぼ
ちゃ、ブロッコリーを添える。
※カレールーは２人分に対し、箱
表記の1.5 人分の量が目安です。

●レシピの考案：河内長野市食生活改善推進協議会（わらび会）のみなさん

笑顔の食卓

食きらり
レシピ
で

14Vol.育もう

わ
ら
び
会
野
間
口
さ
ん

これからイベントの多い季節！
おいしくて楽しいおすしを作りませんか？

毎月19日は「食育の日」

１人分
499kcal
塩分 2.6ｇ

☆この広報紙は４万8500部作成し、１部あたりの単価は21円です▷毎月４日までに広報紙が届かない場合は、配送業者＝㈱ダイコク（ 0120-603-912、土曜・日曜・祝日を除く）へ。
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ー
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ペ
ー
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お
知
ら
せ
電
話
で
休
日
急
病
診
療
所
の
日
程
な
ど
を
24
時
間
案
内
中
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／
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９
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５
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平
成
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年（
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年
）２
月
号（
N
o.1108）

ちょこっと
パーティーに

行楽に
お祝いに


